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プレミアム-リゾートという選択 


一戸建て住宅型有料を人ホーム 



メディケアサポート HABA 

2017年12月伊豆高原にオープン 

12/1健)ょり予約申し込み開始！ 

巧 0557-51-7887 旭当±屋•はば） 

私たち株式会社ユリカコーポレーンヨンは、お客様方へ不動産を 
用いたライフプランをご提案しております。自社ブランドである 
『YURIKA ROSE』 (ユリカ□ゼ ） シリーズや、社有物件も展開！ 
待望の2020年『ま京オリンピック』まで、いよいよ 
カウントダウンが始まりました。 

弊なも選手達と共に邁進していきますので、どうぞよろし〈お願い 
致しまず。 



私達、株式会社ユリカコーポレーシヨンは 
女子八ンドボールを応援していまず!！ 

株式会社ユリカコーポレーション 

干 101-0041 東京都千代田区神田須田町 2-6-2 神田 t ントラルプラヴ1202 
TEL : 03-3525-8986 / FAX : 03-5295-8188 http://yurika-co.jp/ 
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公益財団法人日本 ノ\ン ドボール協会常務理事 
競技本部長 


高野修 


昨年10月末に日本協会競技本部長に就任いたしました。ようやく就任から1年間が過ぎようとしてい 
ますが、競技運営上の数々の問題、登録の問題など多くの課題とご協力をいただきながら、大会運営に当 
たっております。また、今年12月には女子アジア選手権が熊本で開催されるため、その準備に熊本県組 
織委員会の方々と共に日本協会もその実施に向けて準備を進めています。そして、そのアジア女子選手権 
をステップに2019熊本女子世界選手権、東京2020オリンピックへ着実にその歩みを進めて参りたいと 
思っております。 

さて、これまで日本は、オリンピック開催は1964年の東京が来2回目の開催となりますが、八ンドボ 
ール競技を実施するは初めてです。世界選手権は1997年の熊本に続いて2回目の開催。熊本開催はヨー 
ロッパ圏を離れての初めて開催という快挙でありました。オリンピック予選はミュンヘン大会の予選を東 
京で行ったのを皮切りに8回、特に1991年の広島では男女合わせて17か国が参加するという大規模で 
本格的な国際大会を国内で初めて開催した歴史的な出来事でもありました。その歴史的な大会から4年後 
には地方では初めてのアジアのスポーツの祭典「アジア大会」が広島で開催されています。アジア選手権 
はオリンピック予選も兼ねて行われ男女で4回、アジアジュニア選手権は男子が広島と女子が大阪で各1 
回、アジアユースは女子を熊本で1回開催しており、これまで多くの国際大会を開催してきた実績が日本 
にはあります。 

そして、そのノウ八ウを基に、いよいよこれからのメガイベントに日本の総力を挙げて挑んでいくこと 
になります。現在、日本協会に登録しているチーム数は4,860、選手•役員数は103,631人、そのほか 
にも日本協会、連盟、都道府県協会役員は1，077人、審判員は3,255人がこれからのメガイベントを瓜待 
ちにしており、代表選手として、大会役員として、審判員として、競技ボランティアとして、また観客と 
して大会への参加、成功を願って、総力を挙げて挑んでいく体制を日本協会として整えていかなくてはな 
りません。 

もちろん、この2つの大会が成功したといえる成果としては、日本代表のメダル獲得や観客動員が最も 
大きなものであると思いますが、大会開催は、多くの時間をかけて準備をされてきた方々の甚大なる努力 
の結晶があるからこそであり、その多くの方々が携わる大会のレガシーとして瓜に残る大会であり、その 
ノウ八ウを生かし競技運営能力が向上すること、八ンドボールフアンの増大も成功したという証になると 
思います。 

国際大会では多額の経費が必要な他、輸送、宿泊、競技運営、映像配信、会場設営、練習会場、マーヶ 
ティングなど各部門に多くの方々が携わっていきます。大会ボランティアの方々も熊本世界選手権では約 
2,500人、オリンピックでは大会運営に8万人、八ンドボール競技運営には200名程度の方々が携わる 
ことになっています。また、競技運営関係では、国際競技連盟 （ IF ) から派遣される ITO (国際技術役員 
として、 IHF オフィシャルやテクニカルデレゲート、審判員）と国内競技団体 ( NF ) から選出された NTO 
(国内技術役員）で競技運営が行われ、このメンバーを中瓜にチーム付役員、広報担当、コート係と多くの 
役員が携わります。 

是非、全国から多くの方々の参加•ご協力をお待ちしています。皆さんの力で大会を成功に導きましょう！ 


熊本世界選手権ボランティア募集 URL : https :// japanhandball 2019. com / news /201 8070607/ 
東京2020大会ボランティア応募 URL : https :// tokyo 2020. org / jp / special / volunteer / 
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患貧國 
場を3—ス 
豕參> 豕選を檐 

開催期間： 2018年9月16日〜9月26日 
開催地：ヨルダン•アンマン 


最終順位 

優勝：八'—レーン 
2位： 日本 

3位：チヤイニーズタイペイ 
4位：サウジアラビア 
5位：イラン 
6位：インド 
7位：ヨルダン 
8位：中国 
9位：カタール 
10位： UAE 
11位：オマーン 
12位：シリア 


メンパーリスト 


役職 

名前 

所属 

団長 

田口隆 

公益財団法人日本八ンド7 

It' ール協会 

アンダ-餘副部会長 

龍川一徳 

公益財団法人日本八ンドボール協会 

藤代紫水高等学校 

監督 

植松伸之介 

公益財団法人日本八ンドボール協会 

明星大学 

コーチ 

大房和雄 

公益財団法人日本八ンドボール協会 

高岡向陵高等学校 

GK コー チ 

吉田耕平 

公益財団法人日本八ンドボール協会 

関西大学化陽高等学校 

ドクター 

井本光次郎 

公益財団法人日本八ンドボール協会 

熊本赤十字病院 

トレーナー 

渡部真弘 

公益財団法人日本八ンドボール協会 

さがみが丘整骨院 

アナリスト 

川村陸哉 

公益財団法人日本八ンドボール協会 

東海大学 


背番号 

ポジション 

名前 

所属 

出身校 

1 

GK 

石濱 

塁 

同志社大学 

愛知高等学校 

2 

CB 

佐藤 

陽太 

駿台甲府高等学校 

甲州市立塩山中学校 

3 

LB 

义保寺 

歩夢 

駿台甲府高等学校 

甲州市立塩山中学校 

4 

LW 

可児 

大輝 

中部大学春日丘高等学校 

春曰井市立西部中学校 

6 

LW 

達田 

礼央 

県立氷見高等学校 

氷見市立西條中学校 

7 

CB 

安平 

光佑 

県立氷見高等学校 

氷見市立西條中学校 

8 

LW 

清水 

裕翔 

県立氷見高等学校 

氷見市立西條中学校 

9 

PV 

吉田 

守一 

県立那賀高等学校 

紀の川市立貴志川中学校 

11 

LB 

藤川 

翔大 

筑波大学 

県立岩国工業高等学校 

12 

GK 

矢村 

裕斗 

神戸国際大学附属高等学校 

加古川市立ミ兵の宮中学校 

14 

LB 

山 □ 

直輝 

高知中央高等学校 

高知市立介良中学校 

15 

RW 

石嶺 

秀 

興南高等学校 

浦添市立浦西中学校 

17 

PV 

朝野： 

翔一朗 

筑波大学 

県立氷見高等学校 

18 

RW 

梶山 

瑞生 

神戸国際大学附属高等学校 

明石市立魚住東中学校 

19 

LW 

金津 

亜門 

四日市工業高等学校 

额野町立薇野中学校 

20 

CB 

石田 

知輝 

県立洛化高等学校 

京田辺市立大住中学校 

21 

GK 

角 

陸輝 

祐誠高等学校 

筑後市立羽犬塚中学校 

25 

RB 

薦谷 

大雅 

大阪体育大学浪商高等学校 

大阪体育大学浪商中学校 












































蕉貧图場を 3 —ス豕茨獲を續 


男子ユースアジア日本代表監督ホ直松伸之介 


はじめに、第8回アジ アユース 選手権出場にあたり、 
日本八ンドボール協会の関係者をはじめ、選手を派遣して 
頂きました所属チームの先生方やご家族の皆様には、多大 
なご理解とご協力を賜り必から感謝申し上げます。また、 
日本からたくさんの/こ、温まる応援メッセージを送ってくだ 
さった方々には、この場をお借りして/こ、からお礼申し上げ 
ます。本当に有難うございました。 

予選ラウンド第一試合のイラン戦での敗戦によって選手 
達の固さが抜け、それが降は試合を重ねるごとに息の合っ 
た素晴らしいコンビネーシヨンプレーや、闘志溢れる DF 
でチームとして徐々に進化を遂げ、その後もカタール戦で 
の引き分け、パ'—レーン戦での大逆転負けなど、傷を負い 
ながらもそれを糧として更に逞しく成長する事が出来まし 
た。 

決勝を戦ったパ'—レーンとは直前のトレーニングマッチ 
も含め3連敗をしていましたが、戦術的には特別なことは 
せず、このチームが発足してから多くの時間を費やして強 
化してきた DF を徹底しよう、『我々は成長している。自 
信を持って戦おラ！』とミーティングで確認し、決勝戦に 
臨みました。 

残念ながら目標であったアジ アユー ス初制覇はなりませ 


んでしたが、選手達は慣れない厳しい環境の中で、自信を 
持ってプレーし、国の代表として立派に戦ってくれまし 
た。そして世界ユース選手権の出場権を獲得し、自分たち 
の手で次のステージへのチャンスを個みました。一試合ご 
とに逞しく成長する選手たちの姿に、我々スタッフも必を 
巧たれ、何としても勝とラ！自分の出来ることを精一杯や 
ろラ！とチームが/こ、を一つに出来た事が、今大会の結果に 
繫がった要因の一つと考えています。 

またこの成果は、これまでの日本八ンドボールの組織と 
しての力でもあります。直前のバーレーンでのトレーニン 
グマッチがなければ、中東勢の八ンドボールに慣れた頃に 
は、もう世界へのチャンスは閉ざされていたと思います。 
苦しい戦いを強いられてきた歴史があるから、対中東勢の 
DF システムを準備する事が出来ました。我々はこの経験 
を整理して次のステージに繫げ、また次の世代に伝えるこ 
とによって日本八ンドボールとしての力とせねばならない 
と強く感じました。 

男子ユース代表チームにこのような貴重な経験をさせて 
頂いた日本八ンドボール協会の関係者の皆様、所属チーム 
の皆様、応援してくださった全ての皆様に、改めて感謝の 
意をお伝えさせて頂き、大会の報告とさせて頂きます。 

















窮貧國場を 3 —ス豕茨選を續 
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窮貧國場を 3 —ス豕茨獲を續 


♦予選 ラウンド（グループ D ) 

◊ 9 月16曰 

イラン29 (17— 15、12 -13) 28 日本 

第8回アジアユース選手権のオープニングゲームでもあ 
る日本ーイランの一戦。これまで日本ユースは4回の合宿 
(大同特殊鋼、トヨタ車体、 NTC など）と、 U-22 東アジ 
ア選手権を経験するなど強化を進めてきた。目標は、来年 
マケドニアで行われる世界選手権の出場権獲得と初のアジ 
ア制覇である。予選グループ D は、日本、イラン、カタール、 
UAE の4チーム。マスメディアからの直前のニユースでは、 
『グループ D は死の組』と発信されるように、どのチーム 
にも予選敗退の可能性がある危険なグループである。 

日本ボールでスタート。 R 目薦谷が豪快にロングを叩き 
込み、今大会の初得点をあげる。体格に優れるイランは、 
闘争瓜を剥き出しにして攻守を展開。硬さの見られる日本 
は、攻撃がかみ合わずイランに速攻を許してしまい3連続 
失点。それでも、石田、藤川のミドルで反撃、10分には 
同点に追いつく。その後イランの気迫溢れる DF を崩せず、 
悪い流れが続く。 DF でも RW に連取され、6対10と4 
点のビ八インドとなったところで、チームタイムアウトを 
要求。攻めるポイントを確認しあった日本は息を吹き返す。 
イランのミスを速攻につなげて、薦谷、藤川、浅野の連打 
で25分遂に14対14の同点に追いつく。しかし、その後 
はミスから速攻に走られ、前半は15対17で折り返した。 

後半、橋山の連取で17対17の同点に追いつく。サイ 
ドから決められるも、藤川の強打、可児の速攻でこの試合 
初めてのリードを奪う。ここで流れに乗りたい日本だった 
が、 ミスからの逆速攻と RW の個人技で再び逆転を許す。 
ここから一進一退の攻防が続き、試合は終盤へ。27分曰 
本が同点を狙ったセットプレーで攻めきれず、そこから逆 
速攻にあって2点差。28分にもミスが出て、25対28と 
3点のビ八インドとなってしまう。石田の身体を張ったシ 
ユートで返すも、29分に突破を許して勝負を決められた。 
最後は梶山、藤川の速攻で連取したものの、アジアユース 
のオープニングゲームは、28対29の一点差でイランに惜 
敗した。 

一次リーグ突破のためには、負けられない戦いが続く。準 
備をしっかりと行い、明日の UAE との戦いに備えたい。 

◊ 9 月17曰 

日本 34 (15 - 14、19 - 6) 20 UAE 

第8回アジア選手権2戦目は UAE との対戦。1戦目の 
イラン戦で敗戦を喫している日本にとって、予選リーグ突 
破のためには絶対に負けられない1戦である。前日のミー 
ティングでは UAE の得点源であり、 司令塔でもあるN0.9 


に対して、集団となり強度の高い接触で DF すること、両 
ウィングの単独速攻にやられないことを重点におくことを 
確認して試合に臨んだ。 

UAE の スロー オフより ゲームが 開始。 UAE N0.9の1 
対1からN0.77のサイドで先制点を許す。日本も相手の 
ミスを薦谷の単独速攻につなげ1点を返す。前半5分から 
UAE N0.9、N0.10のカットインなどにより3連続失点し 
てしまい3対6、流れが UAE に傾きかける力 《 、クイック 
スタートから石田のスピードあるカットイン、梶山の単独 
速攻などにより一進一退の攻防を展開し、前半は15対14 
と日本が1点リードして折り返す。 

後半立ち上がりは RW 梶山が躍動する。回り込みからの 
ミドル、速攻でのテクニカルなスピンを決めて、日本を勢 
いに乗せる。18対14と好スタートを切った日本は、 DF 
においてもアグレッシブに動き、ポイントにおいていた 
UAE N0.9を見事なまでに封じ、 UAE に反撃のスキを与 
えない。後半16分からは、薦谷のロング、藤川のカット 
インなど、怒涛の9連続得点で一気に引き離し、34対20 
と UAE を圧倒した。 

明日、国体を終えた氷見トリオがチームに合流し、 U-19 
日本代表メンバーが全員揃う。チームがメインラウンドに 
駒を進めるには同点が上の結果を出さなくてはならない。 
しっかり準備して明日の カタール 戦を迎えたい。 

◊ 9 月18日 

日本 31 (16 - 15、15 -16) 31カタール 

予選リーグ突破をかけた第3戦は、各カテゴリーで成長 
著しいカタール。日本セブンはミーティングでこの試合の 
重要性を確認し、一致団結して戦いに臨んだ。スターティ 
ングメンバーは、 RW 梶山、 R 巨薦谷、 C 巨石田、 L 目藤川、 
LW 可児、 PV 朝野、 GK 石濱、 DF 山口の布陣。開始早々から、 
カタールのN0.10が闘志剥き出しのプレーで日本ゴールを 
襲う。対する日本は、 R 目薦谷がキレのあるミドルを叩き 
こみ、一進一退の攻防を展開。カタールは No. 10、 No. 15 
の力強い個人技で得点を重ねる。一方日本は、変わって入 
った C 目安平の展開から、 L 目達田、 R 目薦谷が巧ち込み、 
前半は16対15の1点リードで折り返す。 

後半開始早々、カタールの退場やミスに乗じて、 L 目藤 
川の連打で22対18と4点のリードを奪う。カタールの 
N0.10にシュートをねじ込まれるも、再び薦谷のミドルが 
突き刺さり、4点のリードを保つ。しかし、ノーマークシ 
ュートをカタール GK • N0.18の攻守に阻まれ、徐々に追 
い上げられ、29分には30対30の同点となる。日本はラ 
スト30秒でチームタイムアウトで攻撃の意思統一をはか 
り、ラスト20秒 C 目安平、 L 目達田、 LVV 清水の氷見トリ 
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才の鮮やかな連係プレーから勝ち越し点をあげるが、すぐ 
に失点してしまい、31対31の同点でタイムアップとなっ 
た。この結果、得失点差で予選ラウンドを突破、メインラ 
ウンド進出を決めた。メインラウンド初戦は、大会直前の 
トレー ニン グマッチで2戦2敗のバーレー ン 。日本代表ユ 
ースチームはリベンジに燃えている。 

♦メインラウンド 

バーレーン27 (8 - 14、19 - 9) 23 日本 

メインラウンドー回戦は、今大会直前に親善試合を行っ 
たバーレーン。親善試合では、バーレーンの力強く組織的 
な OF を守りきることができず、連敗している。日本チー 
ムは DF の約束事を徹底し、 OF では人とボールを動かしな 
がら前を狙うことを確認して試合に臨んだ。バーレーンボ 
ールで スローオフ。 開始直後から日本セブンの闘志あふれ 
る DF でバーレーン OF を遮断、それを速攻につなげて連 
続得点を奪う。バーレーンに与えた 7mT も GK 矢村がこ 
とごとくシャットアウトし、前半10分で7対0とリード 
する。その後も CB ま平のクイック、 RW 梶山のサイドで 
加点し、前半を14対8で折り返した。 

後半に入るとバーレーンは点差を詰めるべく、積極果敢 
に日本ゴールを襲う。日本は消極的な OF からミスが続き、 
頼みの DF でも前半のような積極性がなく、失点を重ねて 
しまう。後半10分までに5連取を許し、16対16の同点 
に追いつかれてしまう。日本は LVV 可児の回り込み、 C 目 
石田のミドルで再びリードするも、その後7連取され、25 
分には20対25と5点のリードを許してしまう。日本は、 
RW 橋山のサイド、 GK 石濱が直接ゴールを奪うなど、意 
地を見せるも最終スコアは23対27で敗れた。明日の対 
戦相手は地元ヨルダン、世界選手権の出場権を獲得するた 
めには負けられない一戦である。選手、スタッフー丸とな 
ってしっかりと準備をして戦いに臨みたい。 

◊ 9 月21曰 

日本 33 (15 - 7、18 - 6) 13ヨルダン 

「私達は、今試されている。」東アジア選手権時のチームス 
ローガンである。昨日のバーレーン戦で天国と地獄を経験 
し、逆転負けを喫したヤング誓星ジャパン。ヨルダン戦は、 
その敗戦のショックから立ち直り、目の前の敵としっかり 
戦ラことができるかが焦点となる。世界選手権に出場する 
チームに相応しいか、私達は試されているのである。スタ 
ートは、 RW 石嶺、 R 目薦谷、 C 目佐藤、 L 目達田、 LW 藤川、 
PV 吉田、 GK 矢村の布陣でスローオフ。序盤、日本は吉田、 
蓮田を中瓜とした強固な DF で、ヨルダン OF の勢いを止め、 
無理やり押し込んでくるシュートも GK 矢村が無難に測く。 


藤川、石嶺が速攻に走り、それを追う薦谷、佐藤がシュー 
卜をねじ込む理想的な JAPAN 八ンドボールで、前半を15 
対7で終える。 

後半に入っても集中力を切らさず、山口、可児、吉田が 
アグレッシブな DF でヨルダン OF を分断。そこから清水 
が走り、 PV 吉田が暴れ、山口が上から叩き込み、順調に 
加点。変わって入った GK 石濱も好守を連発し、最終スコ 
ア33対13でゲームセット。この試合の焦点であった「立 
ち直り戦うこと」にチームー丸となってチヤレンジしてそ 
れを達成、大きく成長したといえる。明日は、世界選手権 
の出場権をかけてインドと対戦する。 T 寧な準備をして、 
明曰の大一番に備えたい。 

◊ 9 月22日 

日本 41に 0- 12、21 -6) 18インド 

ユース 世界選手権の出場権を賭けてのインド代表との対 
戦。「相手をリスペクトし、攻守において全力でプレーす 
る。」がこの試合のキーワードである。スタートは、 RW 石嶺、 
R 目薦谷、 C 目安平、 L 目達田、 LW 可児、 PV 吉田、 GK 矢 
村の布陣で スローオフ。 序盤、日本は石嶺のサイドを皮切 
りに、安平、可児の速攻で得点を重ねるが、インドの両ウ 
ィングプレイヤーに連続でサイドから決められ、序盤は一 
進一退の攻防が続く。19分、薦谷のディスタンスから6 
連続得点を重ね、23分には15対9と突き放す。その後 
も攻守が幡み合い、前半終了時には20対12と大きくリ 
ードした。 

後半も日本の勢いは止まらない。藤川、清水、佐藤らの 
活躍で7連続得点を奪ラ。 DF が安定し、次々に速攻が決 
まり、全員出場•全員得点で、最終スコアは41対18と 
大きく突き放して勝利した。試合終了後は世界選手権出場 
権を獲得したこともあり、ヨルダン在住の日本人会の皆さ 
んと共に、歓喜の声がアンマンの体育館に響き渡った。1 
日の休息日を挟み、いよいよ FINAL4 に臨む。 ユース アジ 
ア選手権初優勝に向けてしっかりと準備をして、悔いのな 
い戦いをしたい。 

♦準決勝： 9月24曰 

日本 25 (11- 7、 14-10) 17サウジアラビア 

先のメインラウンド第3戦、インドとの戦いで ユース 世 
界出場権を勝ち取った日本 ユース チームの目標は、初のア 
ジア制覇に意思統一された。決勝は再びバーレーンとの対 
戦が予想されるが、この準決勝を勝たなければ次がないこ 
とは皆が理解している。気を引き締め、サウジアラビアと 
の一戦に臨む。 

試合開始早々に梶山のサイドで先制するも、サウジアラ 
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ビアはカットイン、ポストで反撃。開始5分までは1対2 
でサウジアラビアリード。お互いにミスが続き膠着状態が 
続く。10分過ぎ、粘り強い日本 DF にサウジアラビア OF 
陣が攻めあぐむ時間が多くなる。そこから可児、朝野、ま 
平、達田の速攻で4連続得点で日本が一歩リードする。し 
かし、サウジアラビアも DF からの速攻で3連取、23分 
には7対6と日本のリードの展開。しぶといサウジアラビ 
アだが、日本は安平、山口らが走って再び3連取、前半は 
11対7と日本4点リードで折り返した。 

後半、ミスから速攻に走られるも GK 矢村がファインセ 
ーブ。そのボールを薦谷、可児とつないで得点に結び付け、 
この日最大の6点差とする。その後も粘り強く DF を展開、 
突破してくるシュートを GK 陣がさばいていく。終盤には 
連続失点で5点差になる場面もあったが、藤川の身体を張 
ったカットインや石田のクレバーなパスワークでリードを 
さらに広げ、25対17と8点差をつけて勝利することが 
できた。 

粘り強く守り、粘り強く攻めるという、我々が目指す八 
ンドボールを表現できた会瓜のゲームとなった。次の決勝 
は、バーレーンとの再戦である。メインラウンドの対戦で 
は、前半は攻守がかみ合い6点リードで折り返すも、後 
半はバーレーンの攻勢の前になすすべなく逆転負けを喫し 
た。その経験を活かし、次の決勝では何とか勝利し、悲願 
のアジア制覇を実現させたい。 

♦決勝戦： 9月26曰 

バーレーン34 (17 - 16、17 -15) 31 日本 

第8回アジアユース選手権の決勝戦。日本は、ここまで 
予選ラウンドでのイラン戦の敗化、カタールとの引分、バ 
ーレーンに大逆転負けなど、傷を負いながらもそれを糧 
として成長してきた。決勝戦の相手のバーレーンには、直 
前のトレーニングマッチも含めて3連敗を喫している力《、 


『我々は成長している。自信を持って戦おう！』とミーティ 
ングで確認して試合に臨んだ。戦術的には特別なことはせ 
ず、これまで通りしっかりと守り、スタートから速攻に走 
るといラゲームプランであった。 

運命の決勝戦のスタート、今大会で急成長したサイド梶 
山の鮮やかなサイドで先制。すぐさまバーレーンもサイド 
が跳び込んで同点。安平の虚をつくパスから、朝野のポス 
卜で2点目。パ'-レーンは目 P 陣の速いパス回しからの力 
ットインで再び同点。開始6分まで5対5と両者一歩も引 
かない点の取り合いが展開される。日本はこれまで出場機 
会の少なかった清水が、サイド、速攻と活躍するも、バー 
レーンのサイドを止められず均衡が破れない。20分、日 
本のミスに乗じてバーレーンが速攻に走り、この試合初め 
ての2点差がつく。次の日本の攻撃もノーマークを相手 
GK に阻まれ、それをつながれて3点のビ八インドとなっ 
たところで、日本はチームタイムアウト。息を吹き返した 
日本セブンは、驗II、清水で連取して再び1点差に詰め寄る。 
その後、薦谷らで得点するも、終了間際にロングを打ち込 
まれ、前半を16対17とバーレーンに1点のリードを許 
して前半を折り返す。 

後半、清水の速攻、藤川のミドルで連取して逆転に成功 
する。しかし、バーレーンも慌てず攻撃を作り、ポストか 
ら同点。薦谷の3連巧で再び先行するも、サイドから決め 
られて同点。流れは日本にあったが「あと一本」が出ない。 
1点差〜同点の攻防が続いたが、後半15分日本は速攻の 
チャンスをミスからターンオーバーされて失点、そこから 
流れはバーレーンにか頁く。クイックスタートで薦谷が巧ち 
込むも、サイド、 7mT で失点し、20分には3点のビ八イ 
ンドとなる。点差を詰めたい日本であるが、打ち急いだシ 
ユートをバーレーン GK に阻まれて万事休す。最後まで誦 
めず走った日本セブンだったが、追いつくことができずに、 
31対34でゲームセツトとなった。 


多彩なフィ ーノレドで、フロンティアを目指しています。 

大同特殊鋼の素材は、暮らしや産業を支える多彩な製品や部品に使われています。 
私たちはこれからも、素材の力で新たな価値創造に貢献していきます。 


11 ill 圍圍國淵^龜< 


DAIDO STEEL GROUP 
Beyond the Special 


♦ 



mwmm 


外からは見えません力骨のある会社です C 
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男子 ユース アジア選手権記録 


回 

会期 

备场 

備考 

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

6位 

7位 

8位 

9位 

10位 

11位 

12位 

1 

2005 

タィ. 

バンコク 

8か国 

韓国 

イラン 

日本 

パ'-レーン 

タイペイ 

タイ 

ィンド 

マカオ 





2 

2006 

イラン* 

テヘラン 

4か国 

イラン 

カタール 

韓国 

日本 









3 

2008 

ヨルダン* 

アン7ン 

11か国 

クウェ-卜 

カタール 

イラン 

パ'—レーン 

韓国 

サウジアラビア 

日本 

タイペイ 

ヨルダン 

イラク 

インド 


4 

2010 

UAE . 

ァブダビ 

11か国 

カタール 

韓国 

パ'-レーン 

サウジアラビア 

イラン 

UAE 

日本 

タイペイ 

イラク 

カザフスタン 

レバノン 


5 

2012 

バーレーン 

マナーマ 

12か国 

カタール 

日本 

韓国 

パ'-レーン 

サウジアラビア 

イラク 

シリァ 

イラン 

クェ -h 

タイペイ 

W ベキスタン 

オマーン 

6 

2014 

ヨルダン • 

アン7ン 

9か国 

韓国 

カタール 

日本 

パ'-レーン 

クエ -h 

イラク 

イラン 

ヨルダン 

サウジアラビア 




7 

2016 

バーレーン 

マナーマ 

9か国 

バーレーン 

日本 

韓国 

カタール 

サウジアラビア 

イラク 

W ベキスタン 

中国 

香港 




8 

2018 

ヨルダン • 

アン7ン 

12か国 

バーレーン 

日本 

タイペイ 

サウジアラビア 

イラン 

インド 

ヨルダン 

中国 

カタール 

UAE 

才7-ン 

シリア 


(韓国•イラ 
クの試合結 
果無効） 


U -19 八ンドボール日本代表男子アンチ • ドーピング講習9月14日 in Amman 

井本光次郎 （熊本赤十字病院） 


U- 19八ンドボー 
ル男子日本代表に対し 
てアンチ-ドーピング 
講習を行ったので報告 
する。 

今回、第8回アジ 
ア男子 ユース 八ンド 
ボール選手権がヨルダ 
ンの首都アンマンにて 
開催されるため、その 
帯同に合わせてアンチ.ドーピングに対する講習会を 
開催した。また、メディカルチェックに合わせて事前 
アンケートを実施し、投薬やサプリメント摂取の有無、 
感冒症状など罹患時の対応などについて記載してもら 
った。 

今回のメンバーは高校2年生から大学1年生まで18 
名で構成されており、これまでドーピング検査を受け 
た選手はいなかった。講義の内容は、スポーツの価値、 
"PLAY TRUE" からアンチ-ドーピング規則違反、禁 
止表国際基準、ドーピング検査の実際、 TUE について、 
さらにドーピング違反事例やサプリメントのリスク、 
市販薬使用可能リスト、 ALPHA 受講のすすめ、 DRO 
などのサイトの活用を中/0に講義を行った。 

アンケートでは、常用で内服を行っている選手は1 
名のみであり、内容については事前合宿より把握をし 
ていた。サプリメント摂取を行っているのは18名中3 


名であり、内2名は大学生であった。摂取内容はプロ 
テイン、クレアチン、グルタミン、マルチビタミンな 
どであった。サプリメントについては、最近の事例を 
用いてドーピング違反例を紹介し、できる限り普段の 
食事より摂取することを推奨し、サプリメントを摂取 
する場合は国内で認証されたものを使用することが望 
ましいことを伝えた。病院受診や薬局において、"ドー 
ピング検査を受ける可能性があることを伝えるか"につ 
いては、18名中7名のみが伝えるとの回答であり、ア 
ンチ-ドーピングに対する意識は全体的においと感じ 
た。 

アンダーカテゴリーでも特にユース世代は、アンチ. 
ドーピングについての講習会を受ける機会は限られて 
おり、その認識のおさがうかがわれた。特に幼少期か 
らの疾患により漫然とドーピング違反薬を摂取してい 
るケースや知識の無さからサプリメント摂取にを意を 
仏っていないこともあるため、ユース世代からのアン 
チ-ドーピング教育は必須であると考える。 
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窮貧图場を a — ス豕茨獲を續 


f 證獅 


ップ得点者のリスト、トップ10で最も価値のある選手、トップ10ゴールキーパー 


8th Asian Men，s Youth (U-19) Han 加 all Championship 

Top Goalscorers 

8th Asian Men，s Youth (U-19) Handball Championship 

Top 10 Most Valuable Players 

Rank 

Name 

Goals 

Country 

Rank 

Name 

Country 

1 

Ahmed AL-KHARUSI 

71 

Qatar 

1 

Ahmed AL-KHARUSI 

Qatar 

2 

Taiga TSUTAYA 

52 

Japan 

2 

Shota FUJIKAWA 

Japan 

3 

Hamad ABDELQADI 民 

48 

U. A. Emirates 

3 

Younes ASARI 

I • 民 . Iran 

4 

SaidAL-HASANI 

47 

Oman 

4 

Hamad ABDELQADI 民 

U. A. Emirates 

5 

Younes ASARI 

40 

I . 民 . Iran 

5 

Taiga TSUTAYA 

Japan 

6 

Qasim QAMBAR 

37 

Bahrain 

6 

Moayed SHUAIB 

Bahrain 

7 

Moayed SHUAIB 

35 

Bahrain 

7 

Qasim QAMBAR 

Bahrain 

7 

GaithAL-MULLA 

35 

Syria 

8 

SaidAL-HASANI 

Oman 

9 

Shota FUJIKAWA 

32 

Japan 

9 

GaithAL-MULLA 

Syria 

9 

Qinglong XIE 

32 

P. R. China 

10 

Qinglong XIE 

RR. China 

9 

Yuanyuan 民 AO 

32 

P. 民 . China 




9 

Xiaotian CHEN 

32 

P. 民 ， China 





8th Asian Men，s Youth (U-19) Handball Championship 
Top Goalkeepers 


Rank 

Name 

Country 

1 

FARHADINASRABADI 

I . 民 . Iran 

2 

Husain MAHFOOD 

Bahrain 

3 

Xinian HE 

P. R. China 

4 

Chang TSAI - 畑阻 

Chinese Taipei 

5 

HamedAL-HASANI 

Oman 

6 

Hiroto YAMURA 

Japan 

7 

NawafAL-OTAIBI 

Saudi Arabia 

8 

Thenayan SAEED 

Qatar 

9 

Mohame AL-NAJJA 民 

Syria 

10 

Rui ISHIHAMA 

Japan 


日本から参加の審判は、ホ田 & 島厉 J ペア 



9月21日の韓国 VS イラク戦は互いに予選リーグ1位を回避ずる展開で無効試合になり、両国 
は大会成績から削除された 


I: OSAKI 



限られた資源だから、有意義に使っていきたい。 

命あるものたちが共存する地球だから、 

快適な環境をずっていきたい。 

計測 • 制御の専門メーカーとして時代をリードする大崎は、 
ユニークな 発想と探究ん、で省エネ、省力化機器など、 

つねに技術革新をこころがけています。 

大崎電気工業株式会社 

本社干 141-8646 東京都品川区東五反田 2-10-2 東五反田スクェア TEL.(03)3443-71 71(代表) 
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がか 

驗 


j 開催期間2018年9月13日〜9月17日 
開催地福井県-福井市、永平寺町 


气 

た二 


み了 


m 


優勝埼玉県（大崎電気） 

準優勝愛知県（トヨタ車体） 

3位宮城県（トヨタ自動車東日本） 

【成年女子】 

優勝石川県（化國銀行） 

準優勝広島県（広島メイプルレッズ） 

3位鹿児島県（ソニーセミコンダクタ） 

【少年男子】 

優勝富山県（氷見高） 

準優勝福井県（北陸高） 

3位大分県（選抜） 

【少年女子】 

優勝兰重県（四日市商高） 

準優勝東京都（選抜） 

3位山口県（選抜） 


会 場永平寺町北陸電力福井体育館フレア、 


平寺町緑の村ふれあいセンター 


福井県営体育館、福井市体育館 


I 应っ 

■ • .j- 


最終順位 


福井市 


【成年男子】 
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► 第73回国民体育大会■■福井しあわせ元気 J 国体を振り返って 

福井県八ンドボール協会理事長庄司勝三： 


明治150年記念。さらには平成最後の国体となる「福 
井しあわせ元気」国体は、開催地としても50年振りの感 
慨深い大会となりました。「織りなそう力と技と美しさ」 
をスローガンに、県民のみならず来県されるすべ ての 方々 
と、競技会場の内外でスポーツを介した大きな輪が作られ 
ることを願って、各競技で準備を進めて参りました。八ン 
ドボール競技会は中瓜会期前開催ということで、例年の手 
順にない過密なスケジュールの中、厳しい残暑と台風の襲 
来なども懸念しながら、本当に多くの方々のご支援を賜り 
ながら開催に遭ぎ着けることができました。ここに至るま 
でに関係各所に多大なご迷惑をお掛けしましたことを、こ 
の機会をお借りしてお詰び申し上げます。 

今競技会は、成年-少年の男子チームが福井市、女子チ 
ームが永平寺町に分かれて、4会場5コートで始まりまし 
た。生憎の雨模様とはなりましたが、秋らしい気候の中、 
緒戦から熱戦が続き、延長戦や 7m スローコンテストまで 
縫れる白熱したゲームが展開されました。その中には、本 
県の成年男子.少年女子 チーム も含まれ、開催地と しては 
誠に残念なことに、両種別とも最僅少差での一回戦敗退と 
なりました。地元の大声援を受け、敗戦とともに肩を落と 
し膝をつくその姿は、見ていて瓜が痛くなるほどでした。 
どの競技でも往々にして見られることではありますが、そ 
れだけに勝負の厳しさや公正さが際立つものであり、勝利 
のために費やした時間や労力は決して損なわれるものでは 
ありません。どうか胸を張って次の一歩を踏み出して欲し 
いと思います。 

試合が進み、大会のボルテージが高まりを見せる中、最 
初に種別決勝を迎えたのは、福井市会場の成年男子と永平 
寺町会場の少年女子でした。 7年連続同ーカードとなった 
埼玉県対愛知県の成年男子決勝は、日本最高峰の豪巧とテ 
クニックの応酬となり、詰めかけた大観衆を魅了し続けま 
した。勝敗は、勝負所の堅守速攻で一度もリードを許さな 
かった埼玉県が、追い維る愛知県を下して、2年連続21 
回目の戴冠となりました。3位決定戦を宮城県が佐賀県に 
勝利したことで、 」HL 加盟チームが所属する県が、シード 
順位どおりに勝ち上がったことになります。もう一方の種 
別決勝少年女子は、高校総体優勝の伎成学園女子高校を主 
体とした東京都選抜と、今大会ノーシードながら連日の快 
勝で決勝に駒を進めた、四日市商業高校単独の王重県との 
対戦となりました。立ち上がりにもたついた東京都が、必 


死に逃げる兰重県を追う展開が終盤まで続き、試合は延長 
戦に突入する大熱戦となりました。熱狂のデッドヒートは、 
要所で加点した山本の活躍などで兰重県が勝利し、チーム 
としても王重県少年女子としても初の国体制覇を達成しま 
した。3位決定戦はどちらもノーシードで勝ち上がった山 
口県が愛媛県を下しました。敗れたとはいえ、愛媛県少年 
女子チームは、昨年の愛媛国体で果たせなかった大躍進を 
遂げたと言えます。 

翌る最終日は、永平寺町会場の成年女子と、福井市会場 
の少年男子で種別決勝- 3位決定戦が行われました。国体 
六連覇の懸かる石川県と15年ぶり2回目の優勝を狙う広 
島県との対戦となった成年女子決勝は、前半半ばから抜け 
出した石川県が、常に優位を保ってゲームを支配し10点 
差の快勝。6年連続11回目の優勝を飾りました。3位決 
定戦は第4シード鹿児島県が第2シード熊本県を振り切り 
ました。もう一方の少年男子種別決勝は、昨日を上回る 
3,000人を超す大観衆の中、初の高校兰冠を賭した氷見高 
校単独の富山県に、地元応援団の大声援に後押しされた化 
陸高校単独の福井県が挑みました。硬軟併せ持った抜群の 
得点力を誇る富山県に対し、 GK を本を中瓜とした堅守と 
スピードプレーで対抗する福井県の試合は、まさしく一進 
一退の息詰まる戦いとなりました。後半中頃から抜け出し 
たかに見えた富山県を、福井県が残り1分で1点差まで追 
い上げましたが、大観衆の絶叫の中遂にタイムアップ。こ 
の瞬間、富山県は18年ぶり6回目の国体制覇とともに、 
今年の高校すベてのタイトルを手中にする偉業を達成しま 
した。3位決定戦は大分県が京都府に勝利しました。 

が上の試合結果から、福井国体男女総合順位は、1位富 
山県、2位東京都、3位石川県•三重県、5位福井県•広 
島県、7位大分県、8位埼玉県。女子総合は、1位石川県 • 
兰重県、3位東京都•広島県、5位山口県•鹿児島県、7 
位富山県-熊本県-愛媛県となりました。 

最後になりましたが、岩手県-愛媛県の八ンドボール協 
会の皆様には、準備段階で惜しみないご厚情を寄せていた 
だきました。日本八ンドボール協会の皆様には大会運営に 
関する貴重なご助言を賜りました。さらに、開催地職員の 
皆様には暗中模索しながら労苦をともにしていただきまし 
た。今大会の補助員•競技役員の皆様を始め、ご尽力賜り 
ました全ての方々に瓜からの感謝を申し上げて、福井県八 
ンドボール協会としての大会回顧とさせていただきます。 
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成年男子優勝 


埼玉県 


埼玉県成年男子監督岩本真典（大崎電気八ンドボール部） 

第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体2018 J を振り返って 

この度、第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体2018」成年男子の部において、私たち大崎電気は埼玉 
県代表として2年連続21回目（東京都代表2回優勝合計23回）の優勝を果たすことが出来ました。 

これも一重に日頃から大崎電気八ンドボール部を支えてくださっている渡辺才ーナーをはじめ社員の皆様、そ 
して埼玉県体育協会、埼玉県八ンドボール協会関係者の方々のご支援、ご声援あってこその結果だと思っており 
ます。 

また大会開催にあたりご尽力いただいた福井県八ンドボール協会をはじめ日本八ンドボール協会、また地元福 
井県のボランティアの皆様、成年男子会場の福井市実行委員会、ならびに関係各位の皆様に改めて、/こ、より厚く 
御礼申し上げます。 

そして何より、曰々のトレーニングを行ってきた選手の努力の賜物だと思っています。 

国民体育大会は12名の大会及びベンチ登録のみ。（国体が外は16名ベンチ登録）大会が始まれば怪我をして 
も選手の入れ替えが出来ないといラ苦しい中、決勝戦までの4試合、試合に出場している選手は勿論、登録を外 
れた選手もチームの為に最善を尽くし、2 3名の選手が役割を果たしてくれたことに感謝しております。 

選手には日頃から FOR THE TEAM ! THINKING HAND 目 ALU というチームスローガンの下、指導しております。 
今大会は埼玉県代表としての優勝でしたが、大崎電気としては今シーズン、社会人選手権に続き二つ目のタイ 
トルとなりました。また昨年の愛媛国体から国内タイトル全てを獲得することが出来ています。スケジュール的 
にチームトレーニングが少ない中での結果であり、すぐに日本リーグが開幕し毎週連戦とタイトなスケジュール 
ではありますが継続して優勝できるよラ、これまでが上の努力を重ねてこれからも大会ごとに成長し、国内で継 
続して勝てるチーム、そして世界に通用するチームを目指して曰々、精進していきます。 

今後ともご支援、ご指導、ご鞭撞の程、宜しくお願い申し上げます。 
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有 


川 


ち 


成年女子優勝 


石川県 


化國銀行主将塩田沙代 

はじめに第73回国民体育大会開催にあたり、ご尽力いただきました福井県国民体育大会実行委員会及び日本八 
ンドボール協会、福井県八ンドボール協会の関係各位の皆様方に/じ、より感謝申し上げます。 

この度の第73回国民体育大会において、6年連続11回目の優勝をすることができました。これもひとえに日 
頃よりご支援 • ご声援いただいております、石川県八ンドボール協会ならびにサポーターの皆様方、家族の皆様方、 
そしてチームの強化に強力なバックアップをしていただいております、安宅頭取をはじめとします、役員-行員 
の皆様方のおかげだと思っております。この場をお借りして、/こ、より感謝申し上げます。 

初戦、2戦目は、持ち味である DF から速攻で少しずつリードを広げ、コートに立った7名がそれぞれの役割 
を果たしながら自分たちらしい戦いをして、準決勝まで勝ち進むことができました。 

準決勝では、 DF での連携不足で失点する場面が多く、苦しい戦いとなりましたが60分間をチーム全員で戦い 
抜き、29対20で勝利し、決勝へ進むことができました。 

決勝では、立ち上がりに相手にリードを許す展開となりました力 《 、徐々に DF から速攻でリズムを個み、前半を 
14対6で終えました。後半もぺースを緩めることなく走り続けて、24対14で勝利し、6連覇を達成する事が 
出来ました。 

この結果に満足することなくこの後続く、日本リーグ、日本選手権に向けて、反省点はしっかりと修正し、さ 
らにチームカを高めていきたいと思います。そして応援して下さる皆様に恩返しができるように頑張りたいと思 
います。化國銀行をはじめ、協会、サポーターの皆様方にはこれまでと変わらめご支援.ご声援を宜しくお願い 
致します。 
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巧なこ品品品品訓 M ンドポー競な さ Jg 

EM ^ ~ ^ ^ 


少年男子優勝 


富山県 


富山県少年男子監督 f 恵前紀巧] 


「支ぇ」 

第73回福井しあわせ元気国体にて、多くの皆様方のご支援のおかげで優勝することができました。決勝戦は、 
三千人は優に超えると思われる大観衆の中、地元北陸高校の福井県との対戦であり、素晴らしい競技場、必温ま 
る歓迎、 /[> のこもった大会運営を締めく くるに相応しい環境の中で、このチームとしての最後の試合を迎えるこ 
とができました。が前より、「最後の試合はそのような環境の下でできるよう全力を尽くそう」を合い言葉に努力 
を積み上げてきましたが、正に大観衆と、素晴らしい運営環境、そして対戦相手、すべてが揃う大舞台は、言葉 
で言い表せない圧巻のものでした。 

振り返りますと、北陸高校さんと氷見高校は、数十年来、互いに競い合い、認め合いながら覇を競ってきたラ 
イバルです。私自身、成果が上がらず迷い込んだ時に、志々場総監督から、「良い時もあれ肤悪い時もある。し 
のげ」と頂いたご助言は、座右の銘、支えとなりました。福村監督とは、高校時代からしのぎを削った良き仲間 
です。今日まで頑張れたのは福村監督の支えのお陰です。ミ共コーチからは八ンドボールの進化について多くを教 
えて頂いております。 

このよラな多くの支えのお陰で、しのぐことができ、良い時となりました。特にこの一年、本当に多くの方々 
の支えの強さを実感することができました。「良い時もあれば悪い時もある」を肝に銘じ、これまでの多方面のひ 
とかたならめ支えに応えるべく、さらに進化し続けるべく、八ンドボールの街氷見の力となるべく、一層粘り強 
く努力していきたいと考えています。 

温まる歓迎、必のこもった大会運営、福井しあわせ元気国体に表/こ、より感謝申し上げます。本当にありがと 
ラございました。 
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ミ霉 


少年女子優勝 


王重県 


兰重県少年女子監督幅" I 健司 


はじめに、第73回福井しあわせ元気国体の開催にあたり、ご尽力賜りました日本 八ン ドボール協会並びに福井 
県八ン ドボール協会、運営に携わって下さいました全ての関係者の皆様に/こ、より感謝申し上げます。 

この度、国民体育大会において、初優勝することが出来ました。これも偏に日頃からご支援•ご協力頂いてお 
ります三重県八ンドボール協会関係者並びに高校関係者、ル学から中学にかけ選手達を熱必に指導して下さった 
指導者の皆様、いつも選手達を支え励まし続けてくださった保護者の皆様、日頃から練習試合や合宿などでお世 
話になった先生方など、本当に多くの方々のおかげであると思っています。 

さて、今回の国体は選抜チームではなく四日市商業高校の単独チームで臨みました。 

7月に行われた地元三重インター八イの敗戦を踏まえ、結果を求めるのではなく、力を出し切ることに集中し 
よラ。その為にも仲間と声を掛け合い、目を合わせ、「粘って粘って最後に1点差」を合言葉に戦いました。その 
結果、選手達は失敗を恐れずチャレンジするよラになり、自然と笑顔にあふれ、/こ、から試合を楽しんでいる様に 
みえました。どんな厳しい時間帯でも得点を決めれば笑顔でたたえ合い、失点しても声を掛け合い、直ぐに次へ 
と向かう姿勢はとても頼もしく感じました。 

決勝戦ラスト4秒で追いつかれ延長戦に入った場面でも、選手達は気落ちすることなく、「あと10分も試合が 
出来る、この時間を全力で楽しもう、とにかく力を出し切るぞ、最後に笑って終わろう」と前向きな言葉を掛け合っ 
ていました。 

決勝戦も含め4試合全てに於いて/こ、が一つになった瞬間を感じられた事は、選手にとってもスタッフにとって 
も思い出深い貴重な時間となりました。 

今後もこの結果に満足することなく、さらに成長していくことが出来るよう「思えば叶う」をモットーに選手 
と共に努力していきたいと思っています。 

今後ともご指導、ご鞭擔の程、よろしくお願い申し上げます。 
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♦成年男子準決勝 

埼玉県 28(1 2-8、 16-12) 20 佐賀県 

大会3日目、成年男子準決勝は強豪同±の対戦となった埼 
玉県と佐賀県の一戦。成年男子準決勝の第1試合は、佐賀県 
のスローオフで始まった。試合開始直後は両 GK の好セーブ 
もあり0対0が続いたが、前半3分に佐賀県梅本のサイド 
シュートが決まりゲームが動きだす。埼玉県もエース信太を 
中瓜に攻めるが佐賀県の DF を前になかなか点が入らない。 
佐賀県 GK 岩下の好セーブもあり、10分までに埼玉県の得 
点を、1点に抑えるが、埼玉県の守りからの速攻が決まりだ 
し、埼玉県が4対2と差を広げるも佐賀県田中の鋭いステッ 
プシュートなどが決まり、15分には同点になる。しかし埼 
玉県ル澤から柴山のコンビネーシヨンで得点が入り、8対5 
と3点差となり、佐賀県も八巻の力強いシュートで粘りを見 
せるが、前半終了前に埼玉県信太のスカイシュートが決まり、 
前半12対8で折り返す。 

後半開始後、埼玉県植垣の連続得点で後半5分に5点差 
まで広がる。佐賀県も松浦の技ありのシュートで4点差につ 
め寄るも、埼玉県の速いパス回しからポストル室へのパスが 
綺麗に決まりシュートにつながった。佐賀県は DF を高めに 
あげ攻撃的 DF に切り替えるが、埼玉県は宮崎のカットイン 
シュートで5点差を維持する。埼玉県木村のファインセーブ 
などもあり主導権を渡さない。後半15分、5点差、これが 
上はなされたくない佐賀県だがシュートミスが重なり、さら 
に埼玉県ル澤の速攻、元木のミドルシュートなどで差も8点 
に広がる。佐賀県も必死に食らいつく力 《 、埼玉県の厚い堅守 
に阻まれた。最後は佐賀県を振り切り28対20で埼玉県が 
決勝へと駒を進めた。 

♦成年男子準決勝 

愛知県 29(13-8、 16-11)19 宮城県 

大会3日目第2試合成年男子の準決勝は、 」HL 加盟チー 
ムのトヨタ自動車東日本からなる宮城県と、同じくトヨタ車 
体からなる愛知県との対戦ということで、どのような駆け引 
きを見せてくれるか、福井県営体育館に詰め掛けた観客も息 
を飲んで両者の対決を見守った。愛知県のスローオフからス 
タートした試合は、開始2分で愛知県藤本のサイドシュート 
が綺麗にゴールの隅に決まると、その後は一進一退の競り合 
いが続いた。12分に宮城県吉田が 7mT を決めて4対4の 
同点とすると、その後宮城県濱口がシュートを決め逆転した。 
すかさず愛知県津屋がカットインシュートを決め同点とし、 
その後も両者一歩も譲らずの戦いが続いた。しかし宮城県は、 
愛知県の笠原と岡元の190 cm を超える体格を活かした DF 
をなかなか破ることができず、愛知県藤本のサイドシュート 
で10対6と差を広げられたところで、たまらず26分に宮 
城県がタイムアウトを申請した。ゲームが再開された直後、 
宮城県堤のジャンプシュートがゴール右隅に決まり反撃にか 
かるが、愛知県の堅い守備を崩すことはできず、13対8と 
愛知県の優勢は変わらないまま、前半終了を迎えた。 

後半開始直後、宮城県は、藤村の相手 DF に体を預けなが 
らの技ありシュートや河内のポストシュートなどで巻き返し 
を図った。愛知県は後半の立ち上がり、才ーパ'-ステップや 
パスのミスが目立ち、そのまま宮城県に追い上げられるかに 
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見えたが、愛知県藤本がスカイシュートやサイドシュートを 
立て続けに決め、宮城県に傾きかけた流れを食い止めた。宮 
城県はボー ルを 左右にすばやくパス回ししながらシュートの 
チャンスをうかがうが、愛知県藤本にパスカットからの速攻 
を決められ、後半12分に宮城県はタイムアウトを取った。 
その後も玉井の豪快なジャンプシュートなどで必死に粘る宮 
城県であったが、苦しい展開が続いた。宮城県は GK 西出を 
投入しこれが上の失点は防ぎたいところだったが、愛知県は 
左腕渡部や玉城、吉野を中瓜に攻撃の手を緩めず、最終スコ 
ア28対19で愛知県が決勝進出を決めた。 

♦成年男子 3 位決定戦 

宮城県 26(10 —8、9— n 、3 — 2、4—2)23 佐賀県 

大会4日目、成年男子3位決定戦は」 HL 加盟チームの卜 
ヨタ級織九州からなる佐賀県とトヨタ自動車東日本からなる 
宮城県の一戦。昨日の準決勝で惜しくも涙を飲んだ両者に 
とってこの一戦は一歩も譲れない戦いとなった。佐賀県のス 
口ーオフで始まった試合は、開始40秒、宮城県媒木のポス 
トシュートから動き出した。すぐさま、濱口の豪快なカット 
インシュートも決まり宮城県が引き離しにかかった。負けじ 
と佐賀県も左腕松浦のミドルシュートや田中の速攻などで2 
対2の同点とした。その後は両チーム守護神の好セーブもあ 
り、一進一退の攻防が続いたが、14分に宮城県河内のスカ 
イシュートが出ると、華麗なプレーに福井県営体育館の観客 
からは大きな拍手が沸き起こった。16分に宮城県棋木のポ 
ストシュートが決まり7対4としたところで、すかさず佐 
賀県がタイムアウトを要求した。ゲーム再開後、佐賀県梅本 
がサイドシュートをゴールコーナーに突き刺し、立て続けに 
鈴木が速攻を決め7対6と詰め寄ったところで、21分に宮 
城県がタイムアウトを取った。その後も両チームまったく譲 
らず、互角の展開が続き23分に宮城県河内の速攻からのルー 
プシュートが決めた後、すかさず佐賀県田中の鋭いフェイン 
卜からのシュートや八巻のカットインシュートを決めるも、 
反撃及ばず前半10対8と宮城県リードで折り返した。 

後半開始後、佐賀県は梅本の速攻や八巻のジャンプシュー 
卜で11対11とついに追いつき流れを引き寄せようとした 
力《、宮城県も佐藤のサイドシュートや堤のフェイントシュー 
卜で引き離そうとした。その後も佐賀県は梅本の連取で14 
対14の同点とし必死に食い下がる。シーソーゲームは続 
き、19分に宮城県濱口が振り向きざまにシュートを決め17 
対16としたところで、佐賀県がタイムアウトを申請した。 
残り5分となったところで1点差という括抗した試合展開 
であったが、佐賀県は GK 岩下のファインセーブや田中の 
カットインシュートで追い上げにかかり、残り4秒で荒川が 
シュートを決め19対19の同点としたところで試合終了の 
ホイッスルがなった。 

延長戦前半、宮城県堤がサイドからセンターに移動し強 
烈なシュートを決めるとすかさず、佐賀県松浦もジャンプ 
シュートを決め20対20とした。佐賀県に1人退場者が出 
た隙に、宮城県は差を広げようと必死に畳み掛け、堤、濱口 
が確実にシュートを決め、22対21と宮城県リードで延長 
戦前半を終えた。延長戦後半33秒で佐賀県に 7mT が与え 
られ、鈴木がゴール右隅に決め同点とし勝負の行方はいよい 
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よ分からなくなった。宮城県佐藤のサイドシュートがゴール 
ネットを揺らし、濱口のスカイシュート、堤の気迫あふれる 
シュートが決まるとこれが決定打となり、宮城県が佐賀県を 
26対23で振り切り、宮城県が3位入賞を勝ち取った。 

♦成年男子決勝戦 

埼玉県 24(1 2-8、 12-14) 22愛知県 

大会4日目第2試合、成年男子の決勝は昨年の国民体育 
大会決勝と同じ顔ぶれとなった。 」HL 加盟チームの大崎電気 
からなる埼玉県と、トヨタ車体からなる愛知県との対戦とい 
うことで、この両者の対決を楽しみに福井県営体育館には大 
勢の観客が詰め掛けた。埼玉県のスローオフからスタートし 
た試合は、開始30秒で植垣がゴールネットを揺らすと、す 
ぐさま愛知県吉野のミドルシュートで応酬。埼玉県信太が華 
麗なフェイントで DF を抜き去りシュートを決め会場から歓 
声が沸き起こると、負けじと津屋もカットインシュートを決 
め食い下がる。開始8分、埼玉県元木がサイドシュートを決 
め6対4とし、さらに速攻から埼玉県元木が連取したとこ 
ろで、愛知県はタイムアウトを請求した。タイムアウト後反 
撃に転じた愛知県は岡元がポストシュートをゴール左隅に沈 
めた。その後、両チーム守護神のファインセーブもあり、緊 
迫したゲーム展開が続いた。20分で OF に投入された埼玉 
県宮崎がゲームメイクし、元木が GK の動きを見ながらの技 
ありサイドシュートを決め、さらに玉川が速攻を決め11対 
7とする。愛知県も藤本のサイドシュートでなんとか追い上 
げようとするが、埼玉県の森、玉川の体格の良さを活かした 
堅い守備を崩すことはできず、12対8と埼玉県の優勢は変 
わらないまま、前半終了を迎えた。 

後半開始直後、愛知県吉野がフェイントシュートを決めた 
が、すかさず埼玉県信太が速攻を決め流れを渡さない。愛 
知県左腕渡部が3連取し、さらに藤本のパスカットからの 
速攻も飛び出し14対13と1点差まで詰め寄ったが、埼玉 
県も左腕東長濱の豪快なブラインドシュートや信太のポスト 
シュートやロングシュートで引き離そうとした。13分には 
愛知県吉野がジャンプシュートを決め17対15と追いすが 
るが、負けじと埼玉県も東長濱や信太の 9m ライン外からの 
ロングシュートで逃げ切ろうとした。愛知県は渡部のカット 
インシュートや吉野のロングシュートで挽回を図るが、埼玉 
県元木が華麗なステップワークからのシュートを決め23対 
19とする。24分に埼玉県がタイムアウトを取りゲームが再 
開した後、速いパス回しからシュートチャンスをうかがう埼 
玉県のボールを、愛知県岡元が巧みにパスカットし速攻を決 
める。愛知県吉野が 7mT を確実に決め2点差に詰め寄り、 
さらに渡部のカットインシュートで1点差にすると、埼玉県 
は残り21秒でタイムアウトを請求した。最後まで宮崎を中 
瓜に攻撃の手を緩めなかった埼玉県が最終スコア24対22 
で昨年に引き続き優勝を勝ち取った。 

♦成年女子準決勝 

石川県 29(14-12.15-8)20 鹿児島県 

大会4日目。成年女子準決勝は、どちらも日本代表選手が 
所属する石川県対鹿児島県の白熱が予想される対戦。石川県 
のスローオフで試合が始まる。開始早々、石川県横嶋がロン 
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グシュートを決め先制する。ここから一気に石川県が主導権 
を握り、4連取したところでたまらず鹿児島県はタイムアウ 
卜を請求。反撃したい鹿児島県も化原、川村の得点で石川県 
に主導権を渡さない。両県ともに譲らない展開で試合が進み、 
前半11分7対5で石川県がリードする。なかなか追いつけ 
ない鹿児島県だったが前半23分、鹿児島県化原のステップ 
シュートが決まり、11対11の同点とする。鹿児島県がリー 
ドを握ろうと積極的に攻めるも石川県の好守で得点すること 
ができず、石川県河田の連続得点で前半28分13対11で 
石川県がリードする。前半残り2分は両県が点を取り合う形 
となり、14対12石川県リードで折り返す。 

後半 開始 早々、石川県の反則で鹿児島県が 7mT を獲得す 
る。得点したい鹿児島県だが、石川県 GK 馬場の スーパーセー 
ブで点差を縮めることができない。石川県が徐々に ぺース を 
掘み、後半10分21対15と点差を広げていく。その後も、 
鹿児島県に得点を許さない堅守と多彩な攻撃で優勢に試合を 
進め、後半21分には25対16で石川県がさらに点差を広 
げる。粘る鹿児島県も化原の3連続得点で反撃するが、石川 
県河田の連続得点もあり、地力に勝る石川県が29対20で 
鹿児島県を振り切って決勝戦進出を決めた。 

♦成年女子準決勝 

広島県19(9-7、 10-10) 17熊本県 

大会4日目。成年女子準々決勝2試合目は、昨年の国体 
準優勝の熊本県と、昨日富山県との熱戦を制した広島県の一 
戦。先取点は広島県。素早いパス回しから、右サイド王橋が 
確実に決める。対する熊本県も、前半4分吉田が豪快なロン 
グシュートをねじ込む。3対3で向かえた前半12分、広島 
県は 7mT を獲得し、勝ち越しのチャンスを涵む。しかし、 
この 7mT を熊本県 GK 宮川がナイスセーブ。広島県に流れ 
を渡さない。このセーブで流れに乗った熊本県は相澤らの 
シュートで4連取。5対3と逆転する。追いつきたい広島県は、 
日本代表の GK でもある板野が、熊本県のミドルシュートを 
再王の好セーブ。 GK の奮闘に応えたい広島県。前半21分、 
相手のミスから木村が持ち前のスピードを活かした速攻で、 
同点のゴールを挙げる。木村のこのプレーが相手の退場を誘 
し、、熊本県は苦しい時間帯が続く。 GK を下げ6人攻撃を仕 
掛ける熊本県。しかし攻めでのミスが目立ち、広島県石川、 
眞継に連続で無人のゴールにシュートを許してしまう。ここ 
で熊本県がたまらずタイムアウトを要求。立て直した熊本県 
は松尾のカットインで反撃するも、9対7と広島県リードで 
前半を折り返す。 

後半開始早々、永田のプレーで獲得した 7mT を、吉田が 
確実に決める。これで勢いに乗った熊本県。石井、永田が続 
けざまに得点し、10対9と逆転。ベンチが沸きあがる。そ 
の後は両者、点を取っては取り返し、緊迫の試合展開が続く。 
後半9分、巧抗した展開を抜け出したのは広島県。お藤が相 
手 DF に引きずられながらも、気迫のこもったプレーで得点。 
その後もポストを中瓜とした攻めで、角屋らが連続得点。後 
半11分で、15対12とリードを広げる。この流れを断ち切 
りたい熊本県はタイムアウトを要求。しかし、一度流れに乗っ 
た広島県の勢いをとめることはできず、タイムアウト前から 
含め7連続得点を許してしまう。終盤、熊本県は吉田が奮起 
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し、両チーム最多となる6点目を挙げ、猛追を図るもここで 
タイムアップ。後半流れに乗った広島県が、粘る熊本県を制 
し、決勝進出を決めた。 

♦成年女子 3 位決定戦 

鹿児島県 26(12- 10、 14-12)22 熊本県 

大会最終日、成年女子3位決定戦。熊本県と鹿児島県の 一 
戦。熊本県石井のゴール左隅に突き刺さるミドルシュートで 
幕を開ける。鹿児島県も松村が狭い角度からサイドシュート 
を決めるなど、両者譲らない。熊本県が永田のポストシュー 
卜、川侯の速攻などで3連取。前半10分で5対2とリー 
ドすると、対する鹿児島県も守りからの速攻を中瓜にした攻 
めで、松村、安倍らが立て続けに得点し5連取。前半16分、 

7対5とすぐさま逆転。試合の主導権を渡すまいと、熊本県 
も前半27分松尾、相澤の速攻で1点差まで詰め寄る。しかし、 
前半終了間際この日絶好調の鹿児島県安倍のスカイシュート 
が飛び出し、12対10と鹿児島県のリードで前半を折り返す。 

後半開始早々、熊本県は吉田のステップシュート、相澤の 
速攻で13対13と同点に追いつく。鹿児島県も鈴木がキレ 
のあるフェイントで、熊本県の堅い DF を突破。16対14と 
差を広げにかかる。熊本県も吉田がミドルシュートを連続で 
決め、後半9分、17対16と逆転。後半10分、松尾のカッ 
トインで 7mT を獲得。しかしこの 7mT を鹿児島県 GK 飛 
田がビッグセーブ。このセーブで勢いに乗った鹿児島県は、 

田村の速攻、鈴木のステップシュートなどで4連続得点。後 
半16分で、20対17と再逆転。流れを変えたい熊本県はこ 
こでタイムアウトを要求。タイムアウト後、勝連がサイドか 
ら得点を重ね猛追を図る。鹿児島県も OF の手を緩めること 
なく、山野のサイドシュート、谷のポストシュートなどで得 
点。熊本県も後半終了間際、 7mT を獲得し、この 7mT を吉 
田が確実に決めるも、ここでタイムアップ。逆転に次ぐ逆転 
の熱戦を制した鹿児島県が、3位入賞を決めた。 

♦成年女子決勝戦 

石川県 24(14-6^0-8)14 広島県 

国体成年女子決勝は、国体6連覇を目指す石川県と、第 
58回大会が来15年ぶりの優勝を狙う広島県との対戦となっ 
た。試合は石川県のスローオフで始まる。先取点は広島県石 
川がサイドシュートを決め試合が動きだす。両県ともに譲ら 
ない展開で試合は進み、前半10分4対3で広島県が一歩 
リードするも、石川県河田のロングシュートですぐに追いつ 
く。前半13分、石川県深田がサイドシュートを決め逆転に 
成功する。さらに連続得点し8対4とリードを広げたとこ 
ろで、たまらず広島県はタイムアウトを請求。流れを引き戻 
したい広島県だが、石川県の堅い DF と GK 寺田の好セーブ 
でなかなか得点できない。前半21分、広島県木村（福井県 
出身）がカットインシュートを決めるも、石川県河田もポス 
トシュートを決め、10対6で点差を縮めさせない。その後 
も素早いパス回しと多彩な攻撃で、優勢に試合を進めた石川 
県が14対6と8点リードして折り返す。 

後半に入ると先制した石川県。八十島がサイドからシュー 
卜を決めて後半戦が始まる。石川県が優勢に試合を進めよラ 
とするも広島県石川、木村の連続得点でそうはさせない。こ 
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こから追いつきたい広島県だったが石川県の DF を崩すこと 
ができず、シュートを狙うも得点することができない。 DF 
からリズムを掘んだ石川県は緻場、田邊の連続得点で後半 
10分には19対8とさらに試合を有利に進める。しかし広 
島県も木村を中瓜にゴールを狙い連続得点で反撃に出る。そ 
の後は両県、一進一退の攻防で試合が進む。この試合最多7 
得点をあげた広島県木村の活躍もあったが、最後は広島県の 
攻撃を振り切った石川県が24対14で力の差を見せつけて 
国体6連覇を達成した。 

♦少年男子準決勝 

富山県 27(1 4-10、 13-9) 19 大分県 

大会4日目、少年男子準決勝1試合目。昨日東京都との 
準々決勝を圧勝で勝ち上がった春選抜、夏インター八イ王者 
氷見高校が主体の富山県と、岐阜県との一戦にて後半の怒ミ寿 
の攻めを披露し死闘を制した大分県の戦いは、富山県安平の 
ミドルシュートで幕を開けた。大分県は序盤 T 寧なパスワー 
クから牧のポス トシュートが連続して決まり、勢いに乗る。 
対する富山県も負けじと八木のポストシュート、達田のミド 
ルシュートなどで応戦し、前半10分で6対3とリードす 
る。富山県はその後も強固なディフェンスからの二次速攻で 
清水、八木が連取したところで、大分県はタイムアウトを要 
求し、流れを変えにかかる。タイムアウト直後に大分県は本 
曰好調の牧がポストシュートを決めるが、富山県も坂のサイ 
ドシュートが決まり、両者ともに主導権を握らせまいと懸命 
にプレーする。前半24分で13対8と富山県がリードするが、 
ここから大分県は昨日の準々決勝でも大車輪の活躍を見せた 
大津が 9m 外からのロングシュートを決め、コート、ベンチ 
の選手達が一体となり±気が上がる。し力、し、押され気味で 
あった富山県も前半終了間際に八木のポストシュートが決ま 
り、ここで前半終了。14対10と富山県リードで折り返した。 

白熱した一戦の後半開始も前半同様富山県安平の得点から 
始まった。開始早々富山県は達田の退場により数的不利に陥 
るも、ここを GK 戸谷のファインセーブもあり、無失点で耐 
える。リードされる展開が続く大分県も苦しい時に頼れる大 
まの連取があり、必死に追いすがる。しかし、後半15分で 
20対15と富山県にリードを許したまま、終盤戦に突入した。 
終盤になっても攻撃の手を緩めない富山県は坂、朝野のサイ 
ドシュートなどで徐々にリードを広げていく。一矢報いたい 
大分県も利光、佐野を中瓜としたパスワークから攻撃を組み 
立てていく力 《 、地力に勝る富山県が最後までリードを許すこ 
となく、27対19で勝利した。 

♦少年男子準決勝 

福井県 31(16-8、 15—9) 17 京都府 

大会4日目、少年男子準決勝2試合目。昨日の準々決勝 
を快勝した京都府と地元の大声援を受ける福井県の試合は、 
福井県のスローオフから始まった。開始早々、福井県谷口の 
ミドルシュートが決まり、福井県が先制点をものにした。京 
都府も負けじと伊藤のシュートで得点を返す。そこからは、 
京都府は 3-2-1DF、 福井県は 4-2DF とお互いにアグレッシ 
ブな DF によって簡単には得点させない展開となった。しか 
し、開始10分、福井県谷口が2点連取すると、さらに藤坂 
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が速攻からのシュートを決め、福井県は3点連取し、6対2 
とリードを広げる。試合の流れを変えたい京都府はすかさず 
タイムアウトを要求。しかし、福井県の勢いは止まらず、前 
田の速攻からのシュートや巧みなサイドシュートが次々と決 
まり、前半14分に9対3とリードする。流れを引き寄せ 
たい京都府は、木村、伊藤のロングシュート、大麻のミドル 
シュートなどで得点を返していく。前半22分福井県谷口の 
ロングシュートが決まると、そこから立て続けに前田の速攻 
からのシュート、近藤の 7 mT が決まり、京都府はなかなか 
流れを引き寄せることができないまま、16対8と福井県リー 
ドで前半を折り返した。 

後半は開始2分、京都府伊藤が速攻からのサイドシュート 
を決めた。その後すぐに福井県は、速攻からパスをつなぎ、 
前田が華麗なスピンシュートを決め、会場を沸かせた。その 
後、京都府は、素早いリスタートからの速攻や、ポストを絡 
めたパス回しで攻撃を組み立て、何とか反撃を試みるも、福 
井県 GK 高坂を中瓜とした堅い守りを崩すことはできない。 
勢いに乗る福井県は、水野がサイドシュートで2連取、治田 
が□ングシュートを決め、後半16分に24対10とリード 
を広げる。そこからはお互いに点の取り合いになり、激しい 
攻め合いとなったが、最後までリードを守った福井県が31 
対17と決勝に駒を進める結果となった。 

♦少年男子 3 位決定戦 

大分県 26(1 1-9、 15-10) 19 京都府 

大会最終日、少年男子の3位決定戦は、どちらも昨日の準 
決勝で前半でリズムに乗り切れず、惜しくも敗戦した大分県 
と京都府の対戦となった。ここまで3試合で23得点の大分 
県大津、同じく18得点の京都府伊藤の打ち合いも見所のこ 
の一戦は、大分県のスローオフで始まった。先制したのは大 
分県。坂田のサイドシュートで1点目を取ると坂田、ミ兵田の 
3連続得点で大分県が幸先のよいスタートをきった。京都府 
も再三■ゴールを狙うが、大分県の堅い 3-2-1 DF で、なかな 
か得点をすることができず、たまらず前半8分で京都府ベン 
チは1回目のタイムを取る。その後も京都府はなかなか攻め 
きることができない試合展開であったが、前半15分に京都 
府伊藤がようやくゴールネットを揺らし、1対6とする。そ 
の後、京都府は息を吹き返しアグレッシブな 3-2 -1 DF から 
竹原、木村、八田の3連続速攻で5対7と追い上げる。た 
まらず大分県は前半20分にタイムを要求。勢いに乗る京都 
府は、前半24分に竹原の速攻で8対8の同点に追いつく。 
その後お互いに得点を重ね一進一退の攻防が続いたが前半 
28分、京都府八田の退場の間に、大分県利光のカットイン 
シュートで点差を広げ、11対9で前半を終了。 

後半は、大分県園田のポストシュートで点差を広げるが、 
すかさず京都府も木村の2連続得点でくいさがる。しかし、 
大分は大津のロングシュートや堅い DF からの速攻などでじ 
わじわと点差を広げ、後半10分で16対12と4点差に。 
大分県は佐野のカットインや牧の速攻で一時5点差まで広 
がったが、京都府も大麻のサイドシュート、木村のロング 
シュート、木下のサイドからのスカイプレーなどで、点差ま 
で詰め寄り、後半20分で19対16。その後お互い得点を取 
り合い、残り3分で23対18。ここで、京都府はタイムア 
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ウトをとり、才ールコートマンツーマンを仕掛けるが、大分 
県の勢いを止めることができず、26対19で大分県が勝利し、 
3位入賞を獲得した。 

♦少年男子決勝 

富山県 28(14— 12、 14—15)27 福井県 

大会5日目少年男子決勝は、春の選抜-夏の総体を制し王 
冠を狙ラ氷見高校からなる富山県と、地元福井県の大応援団 
を背に8年ぶりに国体決勝の舞台へと戻ってきた北陸高校単 
独の福井県の対決となった。決勝の会場となった福井県営体 
育館には3,000席を優に超える観客が訪れ、両者の対決に 
熱気あふれる声援を送った。 

福井県谷口と富山県清水のミドルシュートの応酬で始まっ 
た試合は、武良の速攻プレーで退場を誘った福井県が先行し 
富山県が追いかける展開。一進一退の攻防は前半15分で両 
雄譲らず6対6のイーブンスコアとなった。 4-2 DF と GK 
哲本のファインセーブで富山攻撃陣を押さえ込んでいた福井 
県であったが、富山県八木のポストシュートと速攻で逆転さ 
れ、今度は追う立場となった。富山県のま平が巧技で加点し、 
福井県は治田などのサイドシュートで反撃。息詰まる攻防は 
残り5分となっても10対10の同点のまま。しかし、終了 
間際に富山県安平がミドルを連発し、前半は14対12と富 
山県がリードして折り返した。 

早いパス回しで DF を揺さぶる福井県と、安平-達田のミ 
ドルを軸に攻め立てる富山県。 5-1 DF にシフトチェンジし 
た福井県は、谷口•武良のシュートブロックから藤坂の速攻 
を絡めた連取で追いつき再び同点。後半10分で18対18 
のタイスコアとなった。中盤の退場機に加点できず、逆に 
リードされた福井県は、谷口のステップ治田のカットインで 
追い維るが、このゲーム絶好調の清水の活躍などで逃げる富 
山県は後半17分で23対20と遂に3点差。苦しくなった 
福井県は GK をベンチに戻しての7人攻撃も含め、打開策を 
模索するが、国内トップレベルの得点力を持つ富山県は、動 
じることなくバックプレーヤー全員が交互に得点し、依然3 
点差のままで時間が経過し残り5分となる。司令塔安平への 
マンツーマンで得点は止まったものの、しっかりと時間を使 
いきった富山県が肉蓮する福井県を振り切って、最終スコア 
28対27で見事国体制覇と高校=冠を成し遂げた。 

♦少年女子準決勝 

東京都 20(7— 10、 13 — 9)19 山口県 

大会3日目、少年女子準決勝の第1試合は東京都のスロー 
オフで試合開始。前半1分、東京清 I 川の豪快なロングシュー 
卜により先制すると足を使った 3-2 -…ドから速攻で連取す 
る。山口県は前半7分に初得点すると松浦の切れのあるフェ 
イントから 7 mT を獲得し、これをきっちり決めて3対2と 
追いかける。ミスが続き流れにのれない東京都は前半11分 
に山口県に逆転を許すと、7人攻撃で反撃を図るもミスが重 
なり思うように得点が取れない。6対3と山口県がリードし 
たところで東京都はタイムアウトを取り陣形を立て直す。両 
者堅い DF で簡単に得点を許さない状況が続き前半26分、 
9対6と山口県のリードは変わらず、緊迫した試合展開とな 
る。終盤、山口 GK 田村の好セーブから速攻で得点すると、 
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東京都も7人攻撃ですぐさま追いかける。前半終了間際に山 
口県はタイムアウトをとり、前半最後の攻撃にかかるも得点 
を決められず、10対7と山口県のリードで前半を折り返す。 

後半開始は両者ともよく足が動きアグレッシブな DF をす 
る。山口県は相手のミスから速攻で点数を決め始めるが、東 
京清 I 川が豪快なシュートで一進一退な展開が続く。東京都は 
7人攻めを行うが決めきれず、ミスから山口 GK 田村のロン 
グシュート、岡田スカイプレーで会場を沸かせた。東京都は 
激しいコンタクト DF で点数を許さず、点差を縮めていく。 
19分に東京阿部、村井のシュートで16対16に追いつく。 
山口県はノーマークシュートを放つが東京 GK 佐藤の好セ~ 
ブで点数が決まらない。24分過ぎに東京都の退場で流れが 
変わるかと思われたがチャンスを生かすことができず、お互 
い GK の ファイン セーブで均衡状態が続く。残り1分で山口 
県は 7 mT を決め19対19と追いつく。しかし残り30秒 
で山口県が退場者をだしてしまい、東京清 I 川の豪快なミドル 
シュートが決まり東京都が劇的な勝利で試合が終了した。 

♦少年女子準決勝 

兰重県 19(12 — 7、7 — 5)12 愛媛県 

大会3日目、少年女子準決勝の第2試合は王重県のスロー 
オフで試合開始。愛媛県の大澤の速攻で点数を決める。王重 
県は服部のミドルシュートで応戦。さらにノーマークを作り 
確実にシュートを決め5対2とリードする。愛媛県は 7 mT 
のチャンスで流れを個みたいが、=重県 GK 伊藤のファイン 
セーブで苦しい展開が続く。兰重県はシュートをしっかり決 
め前半19分で9対4と点差を広げていく。愛媛県は激し 
いコンタクト DF 、 内藤、大澤のカットインで点差を縮める。 
しかし、=重県の勢いは止まらず、12対7で5点リードを 
保ち前半戦終了した。 

エンドが変わって後半、勢いにのる三■重県は南川のゴール 
で後半幸先のよいスタートを切る。追いつきたい愛媛県は負 
けじと戸山のサイドシュートで必死に食らい付く。後半8分、 

15対8となったところで愛媛県は退場者を出してしまい、 
タイムアウトを申請。2分間退場を無失点で乗りきった愛媛 
県は、その後7人攻撃で流れを変えようとするもボールがつ 
ながらない。後半14分、王重県に退場者が出たことを機に、 
愛媛県は大澤、戸山の連取で点差を縮める。その後一進一退 
の攻防が続き、後半24分18対12となり、愛媛県は3回 
目のタイムアウトをとり最後の反撃にかかる。しかし、王重 
県の勢いをとめることができずゲーム終了。終始優勢に試合 
を運んだ=重県が19対12で愛媛県を下し、決勝に駒を進 
めた。 

♦少年女子3位決定戦 

山口県 29(1 9-9、 10- 11 )20 愛媛県 

大会4日目、少年女子3位決定戦の試合は山口県のスロー 
オフで試合が始まる。愛媛県加島の速攻で先制点を獲得す 
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る。山口県は山根の豪快なミドルシュートで得点し、さらに 
GK 田村のファインセーブで流れに乗り、前半5分5対2と 
リードする。愛媛県は宇治村を中瓜にロングシュートを放つ 
が、 山口県 GK 田村の好セーブでなかなか得点出来ない苦し 
い状況が続く。一方、勢いが止まらない山口県は川崎のポス 
トシュートにより前半15分10対6と突き放す。追いつき 
たい愛媛県はポストを利用した コン ビネーシ ヨン プレーを行 
う力 《 、ミスが目立ち山口県に逆速攻を許してしまう。山口県 
の勢いが止まらないまま前半19対9と大きくリードをして 
八ーフタイム突入。 

エンドが変わって後半、愛媛県内藤のミドルシュートで先 
制し、2度の 7 mT のチャンスを獲得するが、山口県 GK 田 
村に阻止され点差を縮めることが出来ない。勢いにのる山口 
県は大阪が退場するが、橘高のミドルシュートで後半10分 
23対13とする。追い上げを図る愛媛県は戸山の 7 mT で6 
点差へと縮めるも、山口県は岡の得点でリードを保ったまま 
ゲーム終盤を迎えた。愛媛県は極口のシュートで最後まで粘 
りを見せるが、29対20で山口県が勝負を決めた。 

♦少年女子決勝戦 

兰重県 21(11-7.5-9.2-1.3-2)19 東京都 

大会4日目、少年女子決勝戦は東京都のスローオフで試合 
が始まる。兰重県の南川のミドルシュートで先制点を獲得す 
るも、東京都エースミ龍川の豪腕なシュートで2連取し、開始 
5分3対1で東京都がリードする。しかし=重県も東京都の 
アグレッシブな 3-2-1 DF を服部のカットインで崩し10分 
で4対3と逆転する。一方で、流れを掘みたい東京都は横 
山がパスカットからの速攻チャンスを作るが、得点に繫げる 
ことが出来ず、流れを掘めない苦しい状況が続く。=重県の 
GK 加藤は 7 mT を好セーブし、勢いを保ったまま中西の速 
攻などで得点を重ね10対7とする。ゲーム終盤、東京都は 
植松を中瓜に7人攻撃で得点に繫げるが、=重県に 7 mT を 
許し、11対7兰重県のリードで折り返した。 

エンドが変わって後半、開始早々勢いにのる=重県中西の 
得点で東京都を突き放しにかかるが、東京都も積極的にコ 
ンタクト DF を行い、自分達のリズムを作り、村井のポスト 
シュートで13対11と追い上げる。後半15分、お互い激 
しい DF で得点を許さず一進一退の状況が続く中、王重県の 
南川の巧打で力の差を見せつける。ゲーム終盤、東京都工一 
ス清 I 川の豪快なミ ドルシュートで同点へと追いつく。残り 
30秒=重県南川のミドルシュートで得点すると、残り5秒 
で東京都佐藤の気迫のシュートで延長戦へと持ち込む。 

延長戦、王重県川島のパスカットからの速攻で先制するも、 
東京都村井のポストシュートで得点しシーソーゲームとな 
る。息詰まる熱戦の中で、=重県の山本の速攻で得点し、要 
に南川、川島のシュートで21対19と突き放し、リードを保っ 
たままインター八イ女王を下し、=重県が平成最後の国体少 
年女子優勝を飾った。 
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韓国 

2 位： 

ブラジル 

2 位： 

クロアチア 
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スペイン 
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エジプト 

6 位： 

チェコ 

6 位： 

チェコ 

7 位： 

ルーマニア 

7 位： 

ルー 7 ニア 

8 位： 

クロアチア 

8 位： 

ポー ランド 

9 位： 

ウルグアイ 

9 位： 

リ h アニア 


10位：チヤイニーズタイペイ 


女子 日本代表 U -24 チーム 
第24回世界学生選手権メンバーリスト 


役職 

名前 

所属 

チームリーダー 

極塚正 一 

讼財)日本八ンドボ-ル協会 
全日本学生八ンドボ-ル連盟 

監督 

楠本繁生 

讼財)日本八ンドボ-ル協会 
大阪体育大学 

コーチ 

齊藤慎太郎 

讼財)日本八ンドボ-ル協会 
大同大学 

ドクター 

有田忍 

讼財)日本八ンドボ-ル協会 
ル波瀬病院 

ト レーナー 

田中健 一 

讼財)日本八ンドボ-ル協会 
株式会社 PEPOsaka 

アナリスト 

芳村優太 

讼財)日本八ンドボ-ル協会 

総務 

市瀬祐樹 

讼財)日本八ンドボ-ル協会 
駿河台大学 


ゴヒお口 

目苗ち 

名前 

所属 

出身校 

1 

馬場敦子 

北國銀行 

大阪体育大学 

3 

化原佑美 

ソニ-セミコンダクタにユファクチヤリング 

大阪体育大学 

4 

木村有沙 

広島メイプルレッズ 

大阪体育大学 

5 

近藤万春 

広島メイプルレッズ 

大阪体育大学 

6 

佐原奈生子 

北國銀行 

大阪体育大学 

7 

谷華花 

ソニ-セミコンダクタにユファクチヤリング 

大阪体育大学 

10 

永塚梓 

大阪ラヴィッツ 

日本体育大学 

11 

服部沙紀 

大阪体育大学 

四日市四郷高校 

12 

犀藤菜穂 

大阪体育大学 

高岡向陵高等学校 

15 

堀川真奈 

広島メイプルレッズ 

大阪教育大学 

17 

松本ひかる 

北國銀行 

大阪体育大学 

13 

初見実挪子 

東京女子体育大学 

伎成学園女子高校 

35 

中山佳穂 

大阪体育大学 

夙川学院高等学校 

39 

笠井千香子 

大阪体育大学 

高岡向陵高等学校 


男子 日本代表 U -24 チーム 
第24回世界学生選手権メンバーリスト 


役職 

名前 

所属 

チームリーダー 

福地賢介 

讼肋日本八ンドボ-ル協会 
全日本学生八ンドボ-ル連盟 

監督 

Nemes Roland 

讼財)日本八ンドボ-ル協会 
法政大学 

コーチ 

豊田賢治 

讼財)日本八ンドボ-ル協会 
国±館大学 

ドクター 

有田忍 

讼肋日本八ンドボ-ル協会 
小波瀬病院 

ト レーナー 

薄勝也 

讼肋日本八ンドボ-ル協会 
医療法人働も会いちはら病院 

アナリスト 

髙橋豊樹 

讼肋日本八ンドボ-ル協会 
トヨタ車体株式会社 

総務 

市瀬祐樹 

讼肋日本八ンドボ-ル協会 
駿河台大学 


背番号 

名前 

所属 

出身校 

1 

中村匠 

福岡大学 

岡魁誠高校 

2 

田中圭 

日本八ンドボ-ル協会 

筑波大学 

3 

田中大介 

トヨタ結織九州 

日本大学 

4 

水町孝太郎 

豊田合成 

日本大学 

5 

龍澤尚也 

大同特殊鋼 

明治大学 

6 

山口勇樹 

筑波大学 

熊本国府高校 

7 

牧野イサム 

筑波大学 

松陰高校 

9 

庄子直志 

湧永製薬 

国±館大学 

10 

川島悠太郎 

北陸電力 

早稲田大学 

11 

堀広輝 

豊田合成 

筑波大学 

12 

岡本大亮 

トヨタ車体 

中部大学 

13 

ル澤基 

日本大学 

函館有斗高校 

14 

後藤悟 

湧永製薬 

大阪体育大学 

15 

化詰明未 

中央大学 

昭和学院高校 
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► 大会報告 

デレゲーションリーダー福地賢介 

2018年7月30日〜8月5日、クロアチア •リエカ 
市（ザグレブから約 140 km 。 アドリア海に面したクロ 
アチア第三の港湾都市）で開催された2018世界学生選 
手権大会で、男子は19回目、女子は11回目の挑戦で、 
学連史上初の女子が優勝、男子が第3位の好成績を残す 
ことが出来ました。 

今回は男女スタッフの前回（スペイン大会）の経験か 
ら対外国人対策として、直前合宿で海外チームと対戦し 
たいとの希望があり、日本協会の協力もあって、男子は 
口ーランド監督の、また、女子は楠本監督の縁で共に八 
ンガリーでの合宿が可能となりました。男女チーム共に 
7月23曰に男子は成田（イスタンブール経由）.女子は 
関西空港（ドバイ経由）から夫々八ンガリーに向かい現 
地で4日間調整した後、28曰バス移動でリエカに入り 
ました。 

詳しい競技関係に関してはスタッフの報告を参照とし 
ますが、この直前合宿にて時差調整と外国人との試合の 
感覚をつかみ、今回の成績を残す一因ともなりました。 

円 SU 規定では、当初、参加選手団構成はスタッフ6名- 
選手16名との事でしたが、3月のエントリー時にスタ 
ッフ4名•選手14名と変更となり、16名編成での選手 
選考構想を持っていたため、急遽14名選抜へとの変更 
によりスタッフも苦労し、男子は、6月12日の最終エ 
ントリーまで決定できませんでした。 

女子はエントリー締切り直前に選手の怪我があり、急 
遽、差し換えを余儀なくされるような事態もあってフラ 
イト確保が大変でした。 

大会日程は、過去の例からすると予選リーグ•休息曰- 
順位決定戦の日程であるが、今回は休息日がなく、男子 
は6連戦を余儀なくされました。この点に関してはテク 
ニカルミーテイングの時に大会 OC や HSU に抗議が出 
たほどでした。 

男子は、その八ード日程をメデイカルスタッフのケア 
とスタッフの選手起用と、選手の頑張りで乗り切り、特 
に、三位決定戦では、後半残り10分位から疲労のため 
かスピードの落ちてきた処をポルトガルの追い上げを受 
けました。しかし、大会優秀 GK に選出された岡本の堅 
守と DF 陣の頑張りで追い上げを振切り三位を獲得しま 
した。 

女子は予選リーグでブラジルの大型ポストに苦しめら 
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れ敗れましたが、決勝卜ーナメントを共に勝ち上がり、 
決勝戦は予選リーグの再戦となりました。 

日本は立ち上がりにやや硬さからかシュートミスなど 
も見られましたが、10分過ぎから持ち直し1点を争ラ 
展開となり、前半を1点のアヘッドで終了。後半に入る 
と全員八ンドボールでスピードある展開を見せてぺース 
を個み、ブラジルのポストを堀川-化原-松本の3人掛 
りで封じ、 GK 馬場の好守を背景に、スピード豊かに両 
サイド、ミドル、カットインなどを決め、最後は8点の 
大差をつけて優勝をつかみ取りました。個人的な事です 
が、 男女共に勝利を信じながら残り5分の時間経過のも 
どかしさがあって、今までに経験したことない長い5分 
間でした。 

男女八ードな日程の中で選手の健康管理にを力してく 
れたメディカルスタッフの献身的なケア、対戦相手のチ 
ームカの分析に頑張ってくれた情報分析スタッフと現場 
スタッフのチームワークが、選手の頑張りとともに今回 
の成績となっています。 

競技が外をみると、大会宿舎はリエカ大学の学生寮（選 
手1部屋2名）で、入口は一つであったが、中は2部屋 
形式になっているタイプで、居住性にはそれ程の支障は 
なかったが、エアコンの調整には難儀をしました。食事 
面は、野菜の量やメインデッシュの種類が少なく、コー 
ヒーなどは有料でした。また、日本の試合開始時間が予 
選リーグは4試合全部14時開始であり、昼食時間帯に 
対応できず（規則で準備できないとされた）ランチボッ 
クスで乗り切りましたが、その他の面と合わせ過去の大 
会と比較すると決して満足できるものではありませんで 
した。 

大会ポスターやプログラムもなく、大会 PR がどこで 
行われているかも不明とか、観戦者対応も不備で、折角、 
日本から応援に来られた保護者の方にも満足できるもの 
ではなかったと思われます。 

女子の日本一韓国戦では、審判に対して韓国女子監督 
が審判への過度のアピ—ルや不適切な発言で退場となり 
裁定委員会にかけられたりしましたが、レフエリングは 
厳し目でした。この裁定委員会に市瀬祐樹君（全日本学 
連国際交流員会)が任命されました。 HSU の競技 ( TD 他） 
関係に既に韓国が1名を送り込んでおり、今後は、若い 
世代の F に U 入りも積極的に進めたいと思っています。 

最後に、日本協会、 」 HL チーム、各大学、各企業、そ 
の他多くの方々のご支援、ご協力に感謝とお礼の意を表 
させて戴き報告といたします。 
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女子曰本代表 U -24 監督楠本繁生 

平成30年7月30日〜8月5日クロアチア-リエカで開催された世界学生選手権に出場し、初の金メダル 
を獲得することができた。 

予選3試合-準決勝-決勝の計5試合を戦い抜いてくれた選手達とスタッフの仲間、事前合宿や遠征でお 
世話になった方々.八ンドボール協会.学連の皆様をはじめ多くの関係者に感謝の気持ちでいっぱいです。 

大会を終え、選手達には「この経験をミ舌かし、更なる努力を積み重ねて大きく飛躍してもらいたい」と激励 
の言葉を送らせてもらった。と同時に、私自身も指導者としてより一層頑張らなければと言う気持ちを持たせ 
てもらうことができた。 

今後もコッコッと一歩一歩前進していきたいと思っております。 

チャンスを頂けたこと、本当にありがとうございました。 


女子曰本代表 U -24 キャプテン堀川真奈（広島メイプルレッズ） 

私たちは大会に参加するにあったって、最初に選考会が行われ、 

約一か月前にメンバーを固定しての強化合宿が始まりました。主に 
U 20 女子と一緒に練習し、北陸高校男子や化國銀行さん、女子フル 
代表とのトレーニングマッチをして、八ンガリーに向かいました。 

八ンガリーではプロチームとのトレーニングマッチを行い、そこ 
で私たちは改めてフィジカルの差を感じました。今まで練習してき 
た DF が通用せず、フィジカルの強い相手に簡単にシュートまで行か 
れてしまいました。これまで日本人相手に練習をしてきて、海外チームを意識して練習しようとは/こ、がけてき 
てはいたものの、実際に体格の違う海外選手を目の前にしてみると、イメージ通りにはいきませんでした。し 
かし、八ンガリーでトレーニングマッチを3回させてもらったことで課題がはっきりとしました。 

それからクロアチアに移動し、課題である DF 、 ずっと練習してきた7人攻撃の確認を中/こ、に最終調整を行い、 
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初戦に挑みました。初戦の相手は開催国のクロアチアということで、大会で最初の試合でもあり、またアウエ 
—の中戦うということで、ほとんどの選手が緊張していました。そしてこれから続く試合に勢いをつける為に 
は、この初戦を良い結果、良い流れで終えなくてはならないというプレッシャーも感じていました。試合開始、 
緊張からか、出だしからミスが目立ちましたが、だんだんと DF が機能し、 DF から速攻の展開を作ることが 
できて初戦勝利することができました。初戦が大事だと全員が思っていただけに、点数は少し開いて勝つこと 
ができましたが、試合が終わると、少しほっとしたことを覚えています。 

今大会のグループリーグ中は連戦ではなく、空き日を挟んでいたので、試合の準備をして挑むことができま 
した。しかし、3戦目のブラジル戦では、ポストの 190 cm が上ある選手に対して、警戒しながら試合に臨み 
ましたが、8得点も取られてしまいました。自分達の得点源としている DF から速攻もなかなか決まらず、自 
分達の流れに持っていくことも出来ないまま負けてしまいました。分かっていた相手のプレーを止めきれなか 
ったことと、全く自分達の流れに持っていくことができなかったことがとても悔しかったです。この悔しさを 
全員が持ちながら、同時に気持ちの切替えを行い、次の準決勝に向かいました。準決勝は宿敵の韓国。やはり 
韓国というと意識してしまいますが、私達は目の前の一戦一戦を大切に、そして自分達のプレーをしようと/こ、 
がけました。気づくと7点差開いて勝つことができ、目標であったメダル獲得が叶いました。 

決勝はグループリーグで負けているブラジル。負けた試合での自分達のダメだったとこは分かっていたし、 
相手の特徴も分かっていた為、あとは修正してそれを試合に出すだけでした。前半は悪い展開ではなかったが、 
ミスが目立ち1点差で負けていました。後半は守って速攻や7人攻撃で点を重ねることができ、 DF では長身 
ポストにボールが渡らないよラに守り、ポストを1点で抑えました。コートの中とベンチ、そして男子チーム 
の応援、みんなが一体となって戦い、優勝することができました。笛が鳴った瞬間を今でも忘れません。嬉し 
かった反面、本当に優勝したのか信じられませんでした。日本に帰国し、関西空港で沢山の方が出迎えてくれ、 
『おめでとう』と声を掛けてくださり、やっと優勝したことに実感が駕いてきました。日本から沢山の方が応 
援して下さったことに感謝しています。 

今思えば、八ンガリーでのトレーニングマッチ、ブラジル戦に1度負けたこと、そして前回大会の悔しさ、 
それらの経験が優勝に繫がったと思っています。この優勝という結果に満足することなく、それぞれが経験し 
たことをこれからどう活かしていくかが大事だと思っています。本当にが山の応援ありがとうございました。 



株式会社ミカサは、2017年5月1日 
おかげさまで創業100周年を迎えました。 

http :// 山山山. mikasasports . co.jp これまで支えてくたさったすベての皆様に心より感謝申し上げます。 
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rMluuMn りぶり臣 




男子日本代表 U -24 コーチ豊田賢治 

【はじめに】 

2018年7月30日からクロアチア-リエカで開催されました世界学生選手権に於いてコーチという機会を 
与えて頂けたことに感謝します。また日本八ンドボール協会、全日本学生連盟の皆様方はもとより選手所属チ 
—ムの監督、ご家族、そして福地団長をはじめ、大会準備からご尽力を賜りました皆様方、ウェアー提供、ボ 
—ル等の用具提供、トレーニング会場の提供等、数多くの方々のご支援、ご協力を頂き深く御礼申しあげます。 

【 U -24 日本代表チームの ミ 舌動を通して】 

今回の U -24 男子日本代表チームは限られた合宿ではありましたが、戦術の共通理解を重点に非常に内容の 
濃いトレーニングが行え、良い準備が出来ました。特に大会直前に行った八ンガリー遠征では、徳田新之介選 
手所属の八ンガリー1部の Dabas とのトレーニングマッチでは現状の日本チームを知る上で、とても実りあ 
る合宿となりました。 

大会に入り、予選リーグではルーマニアに惜敗したものの韓国-ポーランド-チヤイニーズタイペイに競り 
勝ち、グループ1位通過を果たしました。中でも韓国との一戦では、決勝リーグを戦う上で非常に良い戦い方 
が出来ました。決勝リーグでは地元クロアチアとの準決勝となりましたが、選手たちは精一杯、戦う姿勢をみ 
せた ものの無情にも1点差と惜敗し、3位決定戦に進みました。「日本にメダルを」という強い思いを胸に挑 
んだポルトガルとの一戦では、最後の最後まで集中力を切らすことなく戦った結果、見事勝利し、銅メダルを 
獲得することが出来ました。東京オリンピックを意識している選手たちにとっては、この上ない経験となりま 
した。 

最後に3位決定戦を終えた直後の女子決勝戦では、男子選手が疲労困鶴の中、声を枯らしながら応援してい 
た姿をみて、此の程、合理的ではない指導や事件が多発している日本のスポーツ界ではありますが、本来のス 
ポーツ在り方や良さを学ぶことが出来ました。本当にありがとうございました。 


— 33 — 




















第 24 回世界学生選手権 


男子代表 U -24 主将田中圭 

に roatia WC 】 

国内合宿から欧州遠征を経て、14名の選手と監督コーチ、スタッフでこの大会に臨みました。この大会で 
の目標としては「メダルの獲得」を掲げ、どのチームよりも楽しく八ンドボールをすることが日本チームの姿 
勢でした。 

予選リーグを1位で通過し、準決勝で開催国クロアチアに1点差で負けてしまいましたが、3位決定戦で 
ポルトガルに勝ち切り、日本史上初となるメダルを母国に持ち帰ることが出来ました。個人としてもチームと 
しても世界でメダルを獲得したのは初めてのことで、喜びや達成感を感じながらも、どこかぎこちなさがあっ 
たことを覚えています。 

メダル獲得の要因としては、全体ミーティングで戦術の確認は勿論のこと、時間を取って選手だけで集まり、 
試合の方向性やアイデアを出し合いながら意思疎通を取れたことが最大の要因ではないかと思います。また、 
合宿•遠征•大会期間中は禁酒、食事中には携帯を使用しないなど、ルールを徹底することで互いの信頼を得 
られチームの成長に繫がったのだと思います。 

学生の大会とはいえ、日本男子チームは前回大会4位に入っており、実業団選手と学生選手の選抜チームを 
結成して大会に乗り込んでいます。多少なりともプレッシャーを感じていました。しかし、本番で100%の 
力を出し切って結果を残すことが出来ました。選手•監督コーチだけが決して個んだ結果ではなく、選考会を 
通して切磋琢磨したメンバーもたくさんいます。選手の怪我の対応や体のメンテナンスをしてくださったトレ 
—ナ ー 。試合の分析•対戦相手のスカウティングをしてくださったアナリスト。合宿の調整や大会でのサポー 
卜といった多くの方々の支えにより、私たちはメダルを手に入れました。ここで多くの皆様方に感謝申し上げ 
ます。 

【最後に】 

近年 ユース .ジュニア世代では、アジア大会ではメダルを獲得し、世界大会で上位進出を目指すことが当た 
り前の様になってきていると感じています。そこで、 A 代表の下である U -24 が世界の舞台で3位に入ったこ 
とはこれからの日本八ンドボール界にとって、とても意味のあることだと思っています。いつこの結果を追い 
越されるのでしよう力、。とても楽しみです。 

今回、主将として日本代表としてこのチームでプレー出来たことを誇りに思います。ご声援ありがとうござ 
いました。 
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女子【戦評】 

■予選リーグ： 7月30日（月） 

日本31(15 — 8、 16-9) 17クロアチア 

試合開始時間が朝8時という、これまで体験したことがな 
い時間帯でのゲームであったが、初戦が最も大事であるとのチ 
—ムミーティングで確認した通り、日本は十分な準備で試合に 
臨んだ。開始早々、日本は近藤のスピード感あふれる速攻で先 
制するが、相手も 7 mT ですぐに追いつく。これに対して日本は、 
初見の獲得した 7 mT をクロアチア GK が好セーブ、続く日本 
のノーマークシュートも相手 GK に連続セーブされリズムが涵 
めないまま、焦りが出始め、テクニカルミスも頻発した。その 
間クロアチアは No . l 5のエースが得点を重ねて5対2とリー 
ドを広げる。日本は7人攻撃を展開するが、またしてもミス 
から簡単に失点してしまう。し力、し、前半の中盤、お藤、服部 
の速攻を皮切りに、6連続得点をあげ一気に10対6と逆転に 
成功する。 DF のリズムが良くなり始め、相手のミスからの速 
攻が出始め、15対8と大きくリードして前半を終えた。 

後半開始早々、またもや近藤の速攻で日本が波に乗ると、こ 
の日好調の初見のカットイン、速攻などで一気に20対10と 
得点差を広げる。足の止まったクロアチアに反撃する勢いはな 
く、日本の左腕のエース中山が強烈なミドル、初見のポストな 
どで着実に加点し、終わってみれば31対17の大差で目標の 
初戦勝利を達成した。 

■予選リーグ： 8月1日（水） 

日本29 (15— 13、 14—10) 23チェコ 

第 2 戦は予選リーグ敗戦スタートのチ： L コとの一戦。日本 
は開始早々に中山の豪快なディスタンスで先制すると、対す 
るチェコも No .19 のサイドで応戦する。日本は、近藤のスピ 
—ドのある突破から追加点を挙げると、チェコも日本の退場を 
機にすぐさま追いつく。一進一退の攻防の中、日本は相手のミ 
スから速攻をしかける。さらに20分6対4の場面から近藤、 
松本の速攻でさらに差を広げる。チてコも No .7 のディスタン 
スから4連続得点を挙げ、日本に追いすがる。日本も笠井の 
カットイン、この日好調の近藤が大型 DF の間を突破してチー 
ム15点目を挙げ、前半を15対13と2点リードで折り返す。 

後半に入るとチェコは連続のディスタンスで同点に追いつ 
く。しかし、日本も中山のディスタンス、近藤のカットインで 
突き放す。チェコの エース No .23 のディスタンスに対し、日 
本の GK 陣がなかなか対応できず追加点を許す。日本は2点 
リードの中、1名退場するピンチを迎えるが、お藤の速攻から 
連続4得点を挙げ試合の流れをつかむ。後半20分過ぎ、日本 
はこの試合絶好調のお藤が速攻、ポストとコート内を縦横無尽 
に動き回り得点を重ね、29対23で勝利、2勝目を手にした。 

■予選リーグ： 8月3日（金） 

日本24 (11— 14、 13—15) 29ブラジル 

予選リーグ最終戦、日本は2勝、ブラジルは1勝1分け、 


勝利した方がグループ1位通過となる大事な一戦。日本は LW 
松本、 LB 化原、 CB 谷、 RB 中山、 RW 服部、 PV お藤、 GK 
馬場の布陣で臨んだ。立ち上がり日本がお藤の速攻で先攻する。 
対するブラジルも No .9 がカットインを決めすぐに追いつく。 
20分までは日本が常にリードする展開であったが、シュート 
ミスから同点に追いつかれると、ブラジル No .4 の連続得点か 
ら一気に3点差に広げられる。日本は前半を11対14の3点 
差のビ八インドで折り返した。 

後半はブラジル No .9 のカットインで始まる。取り返そうと 
する日本は、サイドシュートを連続で相手 GK にセーブされる。 
ブラジルは後半も大型 P V にボールを集めて得点を重ねる。逆 
に日本は中山、化原のバックプレーヤー陣がディスタンスを狙 
う力 《 、ブラジル中央 DF の大きな壁にシャットアウトされる。 
それでも日本は中盤、疲れの見えてきたブラジルに対して DF 
から木村、堀川らの速攻で1点差まで詰め寄る。しかし、こ 
こ一本で相手の P V に押し込まれてしまう。最後は P V に対し 
て DF を厚くした所を連続のディスタンスを決められて万事休 
す。24対29での痛い敗戦となった。しかし日本は、グルー 
プリーグを2位で通過することができたため、明日の準決勝 
に進出、メダル獲得の可能性を残すこととなった。 

■準決勝： 8月4日（±) 

日本28 (16 — 12、12 — 9) 21韓国 

女子準決勝は、日本対韓国のアジア勢同±の対決となった。 
韓国は先に行われた女子ジュニア世界選手権大会で3位とな 
った主カメンバーを含め、国際経験豊富な選手で構成された強 
敵である。日本は、開始早々から韓国のスピードのある1対 
1で崩され、 DF の間を突破される不安な立ち上がり。しかし、 
中山のステップ、服部の速攻などですぐに追いつく。韓国は司 
令塔の CBNo .9 がテンポの良いパスワークから PV とのコン 
ビで得点を上げると、日本も近藤の速攻、初見のカットインで 
一進一退の攻防が続く。前半残り5分から谷のポスト、服部 
の速攻、さらに谷の連続得点で一気に4点差をつけて前半を 
終了する。 

後半に入っても攻撃の手を緩めない日本は、服部のサイドな 
どで3連続得点する。韓国のエースで現在得点ランキング1 
位の No .19 の1対1をしっかりと抑え、積極的な DF で相手 
ミスを誘い、速攻に繫いで加点、後半20分にはこの試合最大 
となる8点差をつける。途中、韓国の監督の執蜘な抗議に対 
して、レッドカードが出るなど韓国チームに焦りが見え始める。 
残り10分日本のミスから韓国が速攻に繫ぐが、中盤の得点差 
が響き、最終的には28対21と日本が決勝進出を決めた。宿 
敵韓国との一戦に勝利できたことは、今後の両国の対戦におい 
ても重要で価値ある試合でなった。 

■決勝： 8月5日（曰） 

日本27 (10 -1 K 17-8) 19ブラジル 

決勝戦の相手は予選グループで日本が唯一黒星を喫したブラ 
ジル。準決勝でポーランドを逆転で下し、勢いに乗るブラジル 
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はスタートから大型 PVNo .2 が得点を挙げる。対する日本は、 
相手のミスから速攻に繫げ何度もチャンスを作るが、シュート 
ミスで得点機を潰してしまう。さらにブラジル No .9 に DF の 
間を割られ2点目を奪われた所で、日本はたまらずタイムア 
ウトを請求。ここから落ち着きを取り戻した日本は、8分中山 
のサイドで初得点を上げると、近藤の速攻など3連続得点で 
逆転に成功。対するブラジルもパワフルなディスタンスで再度 
逆転すると、ここから一進一退の攻防が続く。日本は前半終了 
間際に近藤と中山のゴールで追いつく力 《 、ブラジルも No.ll 
のゴールで11対10とブラジルが1点リードで前半を折り返 
す。 

後半に入ると日本は本大会好調の近藤の速攻、カットインで 
勢いづくと、松本、服部のサイド陣の連続得点で一気に16対 
12と4点差を付ける。さらに焦るブラジルの単調なシュート 
を GK 馬場が好セーブ、一気に流れを日本に引き寄せる。前半 
シュートミスが多かった日本は、後半しっかりと立て直して確 
実にシュートを決め始めると、残り10分にはリードを6点に 
広げる。日本は服部のサイド、中山の豪快なステップなど、攻 
撃の手を緩めず最後は27対19の大差を付けて、予選グルー 
プのリベンジを果たすとともに見事優勝を果たした。今大会は 
まさに選手、スタッフ全員のチームカでつかんだ金メダルで、 
2019年熊本女子世界選手権、2020年の東京オリンピックに 
向けて良い刺激となった大会でもあった。 

男子【戦評】 

■予選リーグ： 7月31日（火） 

曰本29 (16— 12、 13—13) 25 チャイ ニー ズタイペイ 

第24回世界学生選手権初戦は中華台北との一戦。日本の攻 
撃から始まり、早いボール回しから選手1人ひとりが積極的 
に攻め、山口のポストで先制した。対する台湾は、各ポジシヨ 
ンの1対1を中瓜に得点を重ねて行く。その後も日本は山口、 
川島を中瓜に得点を重ねて行く力 《 、 DF 面での細かいマークミ 
スやチェンジミスが目立ち始め、なかなかリズムを捆めないま 
ま前半を4点リードで終える。八ーフタイムで修正ポイント 
を再確認し、後半に挑んだ。 

後半は OF 面でイージーなパスミス、キャッチミスが重なり、 


悪い流れが続く。45分過ぎは最大5点リードしていた得点も 
2点差まで追いつかれ、一瞬の気の緩みも許されない状況に追 
い込まれてしまラ。悪い流れは50分過ぎまで続いたが、牧野 
が冷静にゲームコントロールし、最終的には決して良い試合展 
開ではなかったが、前半の点差をキープした形で試合を終える 
ことができた。大会初戦ということもあり、硬さやネガティブ 
な緊張感があった。また、今後のグループリーグ突破を見据え 
た戦略的な制限もかけた中、しっかりと勝利できたことは評価 
に値する。 

■予選リーグ： 8月1日（水） 

日本25 (10— 15、 15—14) 29ルーマニア 

グループステー ジ2戦目は、前回大会王者の ルーマニアと 
の対戦。日本の攻撃からスタートし、出だしの OF から開始 
10分過ぎまで再云にわたり ノーマー クの場面を作るものの、 
今大会ナンパ'-ワン GK であろうイオヌットに幾度となく阻止 
され、 ルーマニアのペースで 試合は進んで行き、18分過ぎに 
は5対10と5点ビ八インドとなる。日本は、20分過ぎから 
牧野、化詰を中瓜に得点を重ねて応戦するが、点差を縮めるこ 
とができず、10対15で前半を終える。 

後半に入り、川島のサイドが決まり、 DF からリズムを取り 
速攻につなげたいところだったが、ルーマニアの PV ロタル- 
アドリアンの高さを活かしたプレーに苦しめられ、追いかける 
展開が続く。15分過ぎに日本は DF システムを変えて、試合 
の流れを変えようと試みるも大きく状況を変えるには至らな 
かった。20分過ぎに山口の気迫溢れるプレーでこの試合で初 
めての連続得点を挙げ、田中（圭）も続き3連取するが、直 
後にロタル•アドリアンにこの試合15点目となるポストを決 
められてしまう。残り3分を切って堀の連続得点が決まる力 《 、 
25対29で敗戦となった。 

■予選リーグ： 8月2日（木） 

日本34 (17 — 15、17 —10) 25ポーランド 

グループステー ジ3戦 目はポー ランドとの対戦。 ポー ラン 
ドの攻撃から始まり、出だしから2連取される。しかし日本 
も牧野、化詰の得点ですかさず追撃する。その後、テンポ良く 
攻撃を展開し、川島、後藤の両サイドが確実に得点を重ねるも、 
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ポーランドの高さのある攻撃に苦戦し、前半を17対15の2 
点リードで折り返す。 

後半開始早々、牧野の連続得点でリズムに乗り、徐々にポー 
ランドと の点差が広がる。後半10分過ぎからポーランドも7 
人攻撃を仕掛けてくるが、日本は臆することなくアグレッシブ 
な DF を仕掛け、逆に相手のミスを誘う。守っては速攻と常に 
日本のリズムで進む。後半20分には田中（大)、牧野、川島 
で4連続得点を挙げて試合を決める。最終的には34対25で 
勝利することができた。 

■予選リーグ： 8月3日（金） 

日本29 (16— 12、 13—11) 23韓国 

グループステージ4戦目は韓国との対戦。日本の攻撃から 
始まり、化詰の豪快なミドルで先制すると続いて川島の速攻 
による得点で2連取し、幸先の良い出だしとなる。対する韓 
国もパク-グァンスンを中瓜に得点を重ね、10分過ぎまで4 
対5と括抗した展開となる。しかし、韓国の2分間退場をき 
っかけに後藤、山口、牧野の得点で4連取し、流れをつかむ。 
そこから互いに点の取り合いとなる力 《 、20分過ぎにル澤、水町、 
川島、堀の得点で5連取し、一気に突き放す。前半残り3分、 
日本の2分間退場を機に2連取されるものの16対12で折り 
返す。 

後半に入っても日本は攻撃の手を緩めることなく、35分過 
ぎには化詰、ル澤の4連取で、この試合最大の6点差とする。 
ここから点の取り合いになるが要所で体を張った GK . 岡本の 
ファインセーブ、 そして日本のアグレッシブな DF が機能し、 
OF 面では牧野、ル澤を中瓜に上手く時間をコントロールし、 
優位に試合が進む。最終的には29対23で快勝した。勝敗数 
で日本、韓国、ルーマニアが並んだ結果となったが、対戦間の 
総得点で日本が韓国を上回り、グループ A 1位通過となった。 

■準決勝： 8月4日（±) 

日本27 (14— 18、 13—10) 28クロアチア 

決勝をかけた戦いはクロアチアとの1戦。日本の攻撃から 
始まり、化詰のミドルで先制、さらに川島のサイドで2連取 
する。対するクロアチアも2対2から発展性のある攻撃で得 
点を重ねていく。括抗した展開は15分過ぎまで続く力 《 、日本 


の退場をきっかけに4連取されてしまう。それでも、メンバ 
一変更や7人攻撃で応戦し、20分過ぎには同点に追いつく。 
ここで流れをつかみたい曰本だったが、相手のパワープレーに 
よって再び退場者を出してしまい、再度4連取されてしまう。 
必死に食らい付く力 《 、前半を14対18の4点ビ八インドで折 
り返す。 

強い気持ちを胸に挑んだ後半だったが、立て続けに2連取 
され、35分過ぎにはこの試合最大の6点差と突き放される。 
崩れかけた曰本だったが、牧野、化詰を中瓜に選手一人ひとり 
が冷静に対応し、一気に5連取、後半10分には1点差まで 
追い詰める。その後点の取り合いとなり、互いに1つのミス 
も許されない緊迫した展開となる。完全アウエイの雰囲気の中、 
選手は感動的なプレーを最後の最後まで繰り広げるが残り20 
秒、不運にもクロアチア LW ダボル-カバールのサイドが決ま 
り27対28となる。すぐさま日本はチームタイムアウトを要 
求し、最後の攻撃確認を行う。残り4秒、化詰の放ったシュ 
-卜は相手 DF のブロックに阻まれ、試合終了となった。 

■ 3 位決定戦： 8月5日（曰） 

日本29に0 — 12、9 —12) 24ポルトガル 

世界学生選手権最終戦、銅メダルをかけた戦いはポルトガル 
との一戦。日本の攻撃から始まり、早いボール回しからサイド 
へ展開、シュートを放つも相手 GK に阻止される。対するポル 
トガルは個の1対1を中瓜に DF の間を攻め、低くなった DF 
の上からリベロが豪快にロングを放ち先制する。日本も後藤、 
牧野の得点で応戦し、括抗した立ち上がりとなる。その後、点 
の取り合いとなるが、ポルトガルが連戦の疲れからか DF 面、 
OF 面においてミスが出始める。日本は集中力を切らし始めた 
ポルトガルを尻目に、確実に得点を重ねて前半を20対12で 
折り返す。 

後半に入っても牧野を中瓜にゲームコントロールするが、ポ 
ルトガルも意地を見せ、徐々に差を縮めていく。後半15分に 
は最大8点差あったスコアも4点差まで迫られる。ここで日 
本はチームタイムアウトを要求してリズムを変え、川島、牧野 
の得点で冷静さを取り戻す。終了まで残り10分を切ってから 
4連取される場面があったものの、最終的には29対24で勝 
利し、見事に銅メダルを獲得した。 




ハンドボールスキルアップシリーズ 

目からウロコの DF 巧瓶 


スポーツイベント•ハンドボール編集部 編著 
B 5 半 リ144 ページ 1，800円+ 税 発行元 グローバル 教育出版 


ハンドボールに夕かすことのできない DF 。 その DF について、1対1の守り方から 
始まり、チームとしての守り方まで、日本を代表する指導者が解説しています。 
また、 DF システムにつし、ても詳細に紹介。 「 DF 」 ならこの1冊にお任せください。 



既刊 


目からウロコの個人技術 
1ぶ00円+税 


株式会社スポーツイベント干101 -0047 東京都千代田区内神田 2-4-2 TEL :03-3253-5941 FAX ：03-3253-5948 
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フィッティングを追及した軽量スピードモデル 

<3 E し - FASTBA しし3 

THH 己46 /本体価格¥11，800+税 



5001インシグ ニアブルー X ホワイト 


001 BLACK/SHOCKING ORANGE 
7月中旬発売予定 


アシックスシユーズのストライプデザインはアシックスの商標であり、世界の多くの国で登録された商標です。 

本体価格は消費税なきのメーカー希望小売価格です。■商品についてのお問い合わせ先：アシックスジャパン株式会社お客様相談室0120 -068- 806 
■当社ホームぺージ asics.com からもお問い合わせをしていただけます。 








第 45 回全国高等専門学校選手権大会 


開催期間2018年8月20日〜8月22日 
開催地沖縄県-豊見城市 
会 場豊見城市民体育館 


最終順位 

優勝：鈴鹿工業高等専門学校（東海北陸地区） 

準優勝：東京工業高等専門学校（関東信越地区） 

3位：徳山工業高等専門学校（中国地区） 

化九州工業高等専門学校（九州沖縄地区) 


沖縄工業高等専門学校八ンドボール部顧問三:宮一き 


大会を振り返り 

第53回全国高等専門学校体育大会•第45回全国高等 
専門学校八ンドボール選手権大会は、8月21、22日に、 
沖縄県豊見城市民体育館で開催されました。参加チームは、 
全国の厳しい予選を勝抜いた11校と開催校の沖縄高専、 
計12チームです。全国を取る、という各チームの意気込 
みで、会場が熱気にあふれました。 

4強をかけた熱い予選リーグを勝ち残ったのは、東京- 
鈴鹿-徳山-化九州の4高専でした。一戦必勝の燃烈な決 
勝!-ーナメントの結果、鈴鹿高専が優勝、東京高専が準優 
勝、徳山高専と北九州高専が3位、となりました。予選、 
決勝、全て、白熱した素晴らしい試合でした。同時に行わ 
れた女子エキシビシヨンでは、鈴鹿•熊本（八代）合同チ 
ームに競り勝った沖縄高専が優勝、となりました。 

ベスト4チームからの優秀選手である大会べスト7は、 
鈴鹿高専から4年 CP 正木熙- 4年 CP ル林飛雅- 4年 CP 
川田哲平、東京高専から5年 CP 小豆嶋大樹- 5年 CP 菅 
原貫太、徳山高専から2年 （ ！ ） CP 西島伶央斗、化九州 
高専から4年 CP 山本航、の各選手が選ばれました。ベス 
卜7の声です。 

正木選手（鈴鹿） 「優秀選手に選んでいただき、とても嬉し 
く思います。この賞は毎日地道に練習してきた努力賞だと 
思っています。練習にあたって八ンドボールを教えてくだ 
さった監督、コーチや一緒に励んだ仲間、支えてくれた親 
に感謝しています。」 

ル林選手（鈴鹿） 「今大会の優勝という結果は、私たちだ 
けの力で成し遂げられたものでは決してありませんでし 
た。たくさんの人に支えられてここまでくることができま 
した。感謝の気持ちを忘れず、来年も優勝するため日々精 
進します。」 

川田選手（鈴鹿） 「私は八ンドボールを始めて13年になり 
ます。私がプレーを続けることに理解してくれる家族にと 
ても感謝しています。あと1年、キャプテンとして、また 
人間としても成長できるように練習に励みチームを引張っ 
ていきたいと思います。」 

菅原選手（東京） 「私がこの賞を頂けたのは、辛い練習に 


ついてきてくれたチームメイトや OB の皆様のおかげです。 
5年間八ンドボールを続けてきて良かったです。」 

ル豆島選手（東京） 「今年、東京高専は史上初となる決勝 
進出を果たすことができました。優勝することは出来ませ 
んでしたが、その夢は後輩たちに託し、自分は社会人チー 
ムでこれからも八ンドボールを楽しんでいきたいと思いま 
す。」 

西 島選手（徳 山） 「今回はこのような賞を頂き光栄に思い 
ます。この賞が頂けたのはチームメイトのお陰だと思って 
います。僕の身勝手なプレーをみんなが受け止めてくれて， 
合わせてくれたので僕のプレーが生きてきたのだと思いま 
す。チーメイトに感謝したいです。」 

山本航 選手 （化九州） 「この度はベストセブンに選んでいた 
だきありがとうございます。ベストセブンになれたのは顧 
問の先生や先輩方の指導があったからだと思います。これ 
からは1番上の学年として後輩達を引っ張っていこうと思 
います。」 

ベスト4が外のチームから選出の0目会優秀選手は、高 
知高専の1年 （！） CP 岡林潤選手でした。岡林選手の声 
を紹介します。「栄誉ある賞に選んでいただきありがとうご 
ざいます。これに満足せず来年は、本当の優秀選手賞に選 
ばれるように精進します。また、チームとしても日々の練 
習を大切にして全国優勝目指して頑張ります。」 

この大会を通じて、沖縄県八ンドボール協会の皆様の強 
力なご尽力がございました。この場をお借りし 瓜より 感謝 
いたします。大会準備•審判 • TD •運営、全て八ンドボー 
ル王国沖縄、というものでした。普段八ンドボール選手と 
して全国レベルにある沖縄県の高校生ボランティアの皆さ 
んも大会を完璧にサポートしてくれました。ありがとうご 
ざいました。大会に参加されたチーム•ご家族 -OB •••、全 
ての皆様に、あらためて 瓜より 感謝申し上げます。遠くは 
北海道から、また被災された地域から、沖縄まで来てくだ 
さりありがとうございました。被災地の復興を、 瓜より お 
ネ斤り申し上げます。日本八ンドボール協会の皆様に拝謝い 
たします。に一ふえで一びたん（ありがとうございました）。 
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45 回全国高等専門学校選手権大会 


優勝 

鈴鹿工業 
高等専門 
学校 


鈴鹿工業高等専門学校八ンドボール部監督芝田健 一 


マ の度は、第45回全国高等専門学校八ンドボール選 
^手権大会において優勝することができ大変嬉しく思 
つております。これもひとえに、ご支援、ご協力いただき 
ました学校関係者の方々、保護者の方々、兰重県八ンドボ 
ール協会の方々、そして、ともに練習試合をしてくださつ 
た近隣高校の先生方、選手のお陰であると感謝しておりま 
す。また、大会開催にあたり、大会準備、運営にご尽力い 
ただいた沖縄県八ンドボール協会、沖縄高専の関係各位の 
皆様に瓜からお礼申し上げます。 

今年のチームは、昨年度の東海地区予選で豊田高専（第 
43 -44 回優勝校）に前半リードしながら、終盤に逆転負 
けを喫して敗退したところから始まりました。高校生と大 
学生に相当する選手が混じり合う高専のカテゴリーにおい 
ては、選手の体格や体力に差があり、若干不利な環境にあ 
ります。その差を埋めるために栄養±の教育を受け、体幹 
強化、体重 UP 、 また守備力 UP に取り組みました。また、 
高校生の大会にも参加する中で、巧倒豊田高専を目標に高 
専チームとしての完成度を高めてきました。そして迎えた 
今年度の東海地区予選では接戦の末、優勝することができ 
全国大会に出場できることができました。 

全国大会では、『日頃の鍛錬の成果を発揮する、緊張を楽 


しむ、そして東海代表として恥じない試合をする』を目標 
に掲げ、試合に臨みました。初戦は対戦経験のある国際高 
専で序盤は硬さが感じられましたが、 DF からリズムに乗 
り勝利することができました。2戦目は地元沖縄高専でし 
たがパワーの違いを見せつけ勝利することができました。 

そして迎えた準決勝は最大の強敵で全国大会4連覇の経 
験もある徳山高専。リードされているところから追いつき、 
一時は追い越しましたが、その後、再三のシュートチヤン 
スを作るもキーパーに阻まれ同点で延長戦へ。延長立ち上 
がりは、3点のリードを許すシーンもありましたが、ラス 
卜2秒に逆転シュートを決め勝利することができました。 
選手の勝負を誦めない姿勢に感嘆させられました。 

そして決勝戦の相手は我々と同じく初進出の東京高専。 
序盤のリードを確実に守り抜き初優勝することができまし 
た。 

社会人として母校の監督をさせていただくようになり 
11年。悲願の全国制覇をすることができました。色々な 
事が思い出されますが、誦めずに付いてきてくれた選手、 
卒業生、ともに指導してくれたコーチに感謝し、また明日 
から打倒豊田高専、全国大会2連覇に向けて努力したいと 
思います。本当にありがとうございました。 


鈴鹿工業高等専門学校八ンドボール部主将 j || 田哲平 


: ri たち鈴鹿高専八ンドボール部は東海地区代表として 
第45回全国高等専門学校八ンドボール選手権大会 
に出場し、チーム史上初の全国優勝を成し遂げました。こ 
の全国優勝には0目の方々や東海地区の他高専のライバル 
たちの様々な思いが込められていたので、大きなことを成 
し遂げることができた喜びと共に安堵感があります。 

大会1日目、予選リーグは国際高専、沖縄高専と同じブ 
ロックでした。国際高専とは3月に試合をしたことがあり 


強敵だとわかっていました。チーム全員でここが山場だと 
認識して試合に挑みました。国際高専の堅守速攻に苦戦す 
る場面もありましたが、キーパー廣瀬の好セーブが光り勝 
利することができました。沖縄高専との試合は視野外のプ 
レーに苦しめられることもありましたが速攻で点を重ね勝 
利することができました。 

大会2日目、準決勝の相手は徳山高専。パスワークに苦 
しめられましたが何とか意地で延長戦に持ち込みました。 
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延長前半には3点のリードを許すも、後半の相手選手の退 
場が逆転への追い風となりみごとに逆転勝利することがで 
きました。そして迎えた決勝の相手は東京高専。シュート 
力のあるチームでしたが、落ち着いたプレーで点を重ね逆 
転を許すことなく試合を運び、優勝を勝ち取りました。 

この全国優勝は鈴鹿高専八ンドボール部創部時からの一 
番の目標でした。その夢を私たちの世代で達成することが 
できとても誇りに思います。曰ごろから熱のある指導をし 
ていただいた芝田監督と野呂コーチ、休日にも関わらず練 


習にお付き合いしていただいた先生方、練習に顔を出して 
くれた0目の方々，いつも暖かいご声援をくれる父母の皆 
様、そして、ともに練習に励んできたチームメイト全員で 
つかんだ優勝です。本当にみなさんに感謝しています。 

今大会では優勝こそしたものの課題も見つかり、正直な 
ところ運に助けられた場面もありました。来年の東海地区 
予選までは！年を切っています。『勝って兜の緒を締めよ』 
の精神で、巧倒豊田高専を目標にさらに練習に励み、来年 
も全国優勝を果たしたいと思います。 



準決勝： 東京28 (13 - 13.15-8) 21化九州 

化九州は4番竹崎のゲームメイクから山本（航）の多彩なシュートで得点を重ねるも、東京も山之口、ル豆嶋のミドル 
で反撃し、前半は13対13で折り返しとなる。後半東京が小豆嶋の連続ミドルでペースを握ると化九州はマンツーマン 
DF で対抗するが、逆に広いスペースを有効に攻めた東京が突き放し初の決勝進出を果たした。 

準決勝： 鈴鹿26 (10 — 12、9 — 7、2 — 5、5 —1) 25徳山 

両チーム前後半譲らず一進一退の攻防で延長戦にもつれ込み、第一延長前半に徳山が3連続得点で流れを個みかけたが、 
鈴鹿の川田、获原の得点から流れを引き寄せ勝利を画んだ。 

試合は前半から両チームの堅守速攻、また両キーパーの好セーブもあり、接戦の様相を呈し、前半を徳山2点リードで 
折り返した。後半開始から鈴鹿の6連続得点で流れを画んだかに見えたが、徳山も意地を見せ同点、本大会初の延長戦と 
なる。延長戦では終了間際残り2秒川田のシュートにより鈴鹿が勝利をものにした。徳山は終始足を止めずに試合を展開し、 
市枝、西島を中瓜に得点を重ねたがあと一歩及ばなかった。 

決勝： 鈴鹿24 (13—10、11 -11) 21東京 

試合は序盤から鈴鹿が多彩なオフ卫ンスで試合を優位に進め、終始リードした試合展開で初優勝を画んだ。両校共に初 
の決勝進出となった試合は正木の得点で幕を開けた。前半は鈴鹿が速攻、セットオフェンスにて点数を重ね、また安定し 
たディフ： L ンスで東京のオフ： L ンスを抑え込み、3点差をつけて折り返す。後半は川田、ル林を軸に着実に得点を重ね、 
同じく初優勝を目指す東京に一度もリードを奪われることなく安定した試合運びで勝利した。互いに初優勝を目指すなか、 
東京は小豆嶋のロングシュートを中瓜に攻めを展開し意地を見せるが、最後まで鈴鹿のディフェンスを崩すことはできな 
かった。 
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NTS ブロックトレーニング報告 

北海道ブロック運営委員長亀山耕司 


実施期間 2018年8月25日〜8月26日 

参力日者 スタッフ4名デモンストレータ ー10 名高校生15名中学生15名ル学生14名 

補助指導者（高校）10名補助指導者（中学）8名補助指導者（小学）4名 合計80名 


活動内容 


曰時 

時間 

内容 

8月2己曰 



10:00 


スタッフ.デモンストレーター巧ち合わせ 

11:30 


受け付け開始 


20 min 

体カテスト実施 

12:00 

1 Omin 

開講式-全体説明（スタッフの紹介と当トレーニングの意義） 

12:10 

20 min 

派遣トレーナーによるべーシックセブン + a 

12:30 

21 Omin 

小学生はサブアリーナへ、中学-高校はメインアリーナでトレーニング 
メインインストラクター:藤井氏 

高校男子、中学男子•高校女子、中学女子•ル学生の5グループでトレーニング 
状況に応じて、中高男子*中高女子*ル学生の3グループへ 

5グループにそれぞれインストラクターを配置 
補助指導者もコート上で指導を実施した 

メインアリーナは2面、1面はブ□ックトレーニング参加選手のトレーニングへ、 

もう1面は、地元函館市の中学生のために開放、同メニューを体験して貫った。 

15:55 

20 min 

が遣トレーナーによるクールダウン 

16:15 

1 Omin 

まとめ明日の課題確認 

16:30 

15 min 

宿泊ホテルに移動 

16:30 

15 min 

」 R 運行開始により途中参加の札幌支部選手9名と指導者5名へ開講式と説明 
(スタッフ-デレクター-が遣トレーナーも参加） 

17:30 

30 min 

管理栄養±による食事指導学習会引率指導者も参加（希望保護者の参加も有り） 

18:00 

45 min 

食事メニューの指導と食事 

8月26曰 


朝食及び管理栄養±による食事に関する学習会 

9:00 


派遣トレーナーによるウォーミングアップ、ベーシックセブン 

10:00 


ゲーム形式 （20 分）①③女子（中学一高校）②④男子（中学一高校） 



強いコンタクトやボール奪取を意識した DF とシュートを狙った動きを意識した OF 

11:40 


クールダウンまとめ閉講式 


補足報告 

8月24日（金）日本海海上を北上中の台風19号が温帯お 
気圧に変わって北上、台風20号も秋田県沖を北上、北海道は 
午後から」 R 全線が不通となる。開通の見通しのない中、翌日 
からの 「 NTS 北海道ブロックトレーニング」の開催.延期. 
中止の判断をすることとなった。仲田委員長と協議の上、「受 
講者.指導者の安全を最優先する」こと、「規模縮小」「短縮 
開催」も視野に入れ「延期•中止なし」との結論に至った。 

8月25日（±)の午前までは公共機関が動かない事が決定 
している中、訓路から移動の小学生•中学生は24日（金） 
17時の段階で」 R が千歳でストップ、指導者がレンタカーを 
手配し、函館へ入る。到着は22時。札幌からの中高生は、 
25日（±)午後の」 R で函館へ移動（特急で4時間）、25曰 
のメニューは管理栄養±の学習会からとなった。急遽、開講 
式を16時過ぎからも行った。 

スタッフ-トレーナーは無事、24日（金）のうちに、函館 
入りできた。補助指導者の不足はあったが、運営に支障は最 
低;限に抑えることが出来た。派遣トレーナーによる、ベーシ 
ックセブンの動作確認-クールダウンは大変役に立った。ま 
た、怪我の防止やトレーニングの実施におけるテーピング、 
助言、有意義であった。今後も継続派遣をお願いしたい。 

派遣ディレクターに「受付•体力測定時」に講習をお願い 
している。世界の八ンドボール状況について.指導法コーチ 
ングの見直しに、有意義な時間となった。コミュニケーシヨ 
ンの活性化の意味でも今後も続けたい。 


今後の課題 

① 来年度からは実施場所を函館から札幌へ移すこととなった。 
広域の北海道、移動の負担を減らす。小学校カテゴリーが 

訓路-函館が牽引してきたが、札幌-紋別-帯広でも活動し 
ている。お年齢層のミ舌動の活発化に繫がるような運営をして 
いく。 

※ブロックト レーニン グ参加者とは別に（別コートで自由 
参加)、見学者-見学チームがメニュー体験が出来る環境整備 

② 来年度からル.中•高の3つのカテゴリーから U -1 3、 
U -1 6の2つのカテゴリーで実施する。 

インストラクターの選出.精選が課題となる。 

③ 宿舎での知的トレーニングも実施したい。現在は栄養指導. 
学習であるが、「アスリートの瓜構え」「世界の八ンドボール」 
などの講義は可能と考える。 

④ 管理栄養±による食事指導学習会をトレーニング受講者だ 
けではなく、主トレーニング中に、「保護者対象」で食事指導 
が出来ないものか…検討したい。 

ティーンエイジャーの食事指導は、当然、保護者を巻き込 
んで、毎日の充実を図らねばならない。 

(ブロックの実情を踏まえた運営に対して、自由度が利く、 
現在の NTS の体制に感謝いたしたい） 
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NTS ブロックトレーニング報告 

化信越ブ□ック運営委員長矢田晃章 


開催日： 2018年8月25日（±)〜26日（日）（ル学生は26日のみ） 

会場： 富山県総合体育センター、富山市体育文化センター 

参加者： 小学生26名、中学生28名、高校生29名、スタッフ（運営委員、技術指導員、インストラクター）27名、 
補助指導者25名 計135名 


今年度も、ル学生の部、中学生の部、高校生の部に分かれ 
てトレーニングを実施しました。ブロック技術指導委員長及 
び U -1 2技術指導委員長のもと、各県技術指導委員とインス 
トラクターがしっかりと打合せを行いトレーニングけ旨導） 
に臨みました。実施したトレーニングの内容、指導のポイン 
卜は次のとおりです。 

〇中学生、高校生 

.オフェンス…どのように攻めればオフェンス側の一人がノー 
マークになるかという考え方を指導し、2対1 • 2対2 • 3 
対2 - 3対3のトレーニングを徹底した。また、速攻でも同 
様にノーマークを作ることを意識させた。 

. ディフェンス…女子では、牽制からの利き腕に対するアタッ 
クが困難と判断したため、そのまま相手に密着し、足を使っ 
てついて行くことを指導した。更に、そのプレーヤーに対し 
て2人で守り、連動してクロスアタックする判断トレーニン 
グまで行った。男子では、パワーのある外国人を想定し、牽 
制によって相手のスピードや進行方向を限定したうえで、そ 
こから利き腕に対して強くアタックするトレーニングを行っ 
た。 

〇小学生 

-オフェンス…ボールを保持した状態でも広い視野を確保し、 
状況に応じた身のこなしやボールコント□-ルが正確にでき 
るよう指導を行った。状況に応じたパスを行うために、腕の 
動き、視野の確保、片手パスキャッチなどについて、実際の 
場面をつくり、正確な判断やパス技術を意識させた。また、 
動きの中で常に次のプレーを想定させることで、視野を広く 
し、攻撃の空間を確保できるような動きをすることを意識さ 
せた。さらに、1対1では、空間への走り込みでディフェン 
スを突破することを意識させた。 

.ディフェンス…アタック動作については、上半身（腕）だ 
けを使った動きにならないように下腹部を意識しながら突き 
上げる動作を、実際に手本を見せ、具体的に説明をおこなっ 
た。フットワークについては、アタックだけの動きではなく、 
その前後の動き（牽制、アタック、カット、リバウンド）を、 


実際の場面とトレーニングを重ね合わせ具体的に説明し指導 
した。また、1対1は常にオフェンスにインを突破されない 
ような面の取り方、アタック、牽制、カットを指導した。牽 
制の動きからスムーズに面の向きを入れ替え、様々な状況で 
もオフェンスの動きを予測しながらアタック（インは閉めて 
おく）することを意識させた。 

また、中高生には、宿舎で「日本代表選手になるために必 
要なこと〜技術面、精神面、体カフィジカル面、生活面など 
から考える〜」をテーマにトレーナーから講義を受け、考え 
をまとめたレポートを書いてもらいました。「挨搂、礼儀など 
当たり前のことがしっかりできること」「プレーには身体的要 
素が最も大切だが、それには安定したモチべーシヨンと日々 
の研鑽が必要」「苦しい時に請めずやり抜く事のできる、勝つ 
という強い意志」「代表選手になってミ舌躍したいという強い気 
持ち」「他の人と違う個性、他の人にできないことをどんどん 
挑戦したい」「世界で勝ちたいという気持ち」「判断力も含め 
た瞬間的なスピード」「自分にできる最大限のことするための 
強いメンタル」「人から応援される選手を目指したい」など、 
選手一人ひとり力 《 、今の自分を見つめ、今の自分に必要なもの、 
足りないものを意識したようです。 

「 NTS を通して素晴らしい同年代の選手に触れました。今ま 
でが上にモチべーシヨンを高く持ち、日本や世界で通用する 
選手になれるよう練習します。」今回参加したある選手のコメ 
ントです。今年度のトレーニングも、スタッフー丸となった 
指導、運営により、充実したものとなり、一定の成果は挙げ 
られたと考えています。 

一方、指導者のさらなる充実や余裕のある日程確保など、 
今後の改善すべき点も挙げられており、来年度が降の課題と 
して取り組んでいきたいと考えています。 

最後になりましたが、ブロックトレーニングの開催にあた 
り、多くの皆様のご理解とご協力をいただき厚く御礼申し上 
げますとともに、今後も引き続き皆様のご支援をお願い致し 
ます。 
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NTS ブロックトレーニング報告 @@ 


東海ブ□ック運営委員長田中康瞒 

東海ブロックでは今年度、 U 13 - U 16 の2つのカテゴリー 
で行ったこと、 小学生も宿泊をし、トレーニング時間を長く 
とったこと、派遣トレーナーによる指導、参加者全員を対象 
とした管理栄養±による栄養指導、補助指導者の義務研修へ 
の参加など、多くの新たな試みを行った。そして、それぞれ 
の指導について役割分担を行ったことで、昨年度までが上に 
充実した2日間となったと思われる。また、トレーニングの 
時間を伸ばしたことで、各指導に時間をかけることができた 
ため、選手は様々な分野の情報を得たり、反復練習したりでき、 
得たものが多かったようである。「牽制のディフェンスの仕方 
を学び、駆け引きが大事であることを感じた」（中1男 ） 「GK 
では、ボールに合わせてとることや体の軸を持っていくこと 
がわかった」（中3女）「攻撃ではボールを持った時の状況判 
断が大事で、動いたりパスを出したりするためのスペースの 
見つけ方がつかめた」（高1男）「腹式呼吸を常に意識し、重 
瓜を下げるために腹圧を上げるとよいことがわかった」（高1 
女）「運動、食事、睡眠が大事。集中力を出すときには糖分を 
とるといいことがわかった」（ル6男）「周りのレベルが高い中、 
良い経験になった」「しっかりとトレーニングの意図を理解で 
きて動けた」（中3女）など学んだことやチームに持ち帰りた 
いということがレポートにたくさん書かれていた。 

技術指導委員やインストラクターは、いろいろな側面から 
選手を見て選考し、将来性あふれる能力-サイズを有する選 
手を中央へピックアップすることができた。各所属チームで 
は全国大会など上位大会で活躍することができない、埋まっ 


てしまっている素材を発掘できたことは大きな成果だと考え 
る。また、2つのカテゴリーにしたことで、1つのカテゴリー 
の人数が増え、 複数人で行ラメニューや試合形式の際もプレ 
-ヤーを補充することなく行うことができたことは良かった。 

指導内容については、現在の代表チームで取り組まれてい 
る牽制を用いた DF については所属チームの取り入れているシ 
ステムによって、戸惑いがあったように感じた。しかし、代 
表チームでは短期間でのチーム作りが求められるため、ジュ 
ニア段階からのこのようなアプローチは、代表に選出されて 
からの混乱を避けることができるし、「全日本のチームに入っ 
て世界で通用するプレーヤーになりたい」（中1女）「日本代 
表になって世界の人達と試合をする」（ル6男）「実業団でプ 
レーしたい」（多数）「=重国体で活躍する」（中3女）など選 
抜チームや高いレベルでプレーすることを将来の目標に掲げ 
る選手も多いので必要なことであると思われる。また、「今日 
はコミュニケーシヨンがうまく取れなかった。もっと自分か 
ら積極的にコミュニケーシヨンをとりたい」（中2男）という 
言葉から、プレーするにあたりコミュニケーシヨンカは欠か 
せないものであるので、技術だけではなく、仲間作りのよう 
なプログラムをどこかに入れられると人間性やリーダー シッ 
プ、コミュニケーシヨンスキルを高めたり、評価したりでき 
るとも思われた。 

補助指導者は、熱瓜にビデオ•写真撮影、ノートにメモを 
取っており、代表で求められる技量を普段の練習から選手に 
伝えることにつながると期待できる。 



fefiy* 震 ^^^* 
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NTS ブロックトレーニング報告 


中国ブロック運営委員長坂本伸博 

開催日 ： 30年8月22日（水）高校生 
30年8月23日（木）中学生 
30年9月24日（月）小学生 

場所： 8/23-24 湧永満之記念体育館 

9/24 環太平洋大学第ニキャンパス体育館 

まず初めに、 NTS 中国ブロックトレーニングに際しまして 
ご協力いただいた方々にお礼申し上げます。 

この度、西日本に甚大な被害がありました西日本豪雨災害 
で当初実施場所として予定していた広島県吳市にある吳市総 
合体育館（才ークアリーナ）での開催が見送る形となりました。 
そこに手を差し伸べて頂きました湧永製薬 ㈱ 様のご協力をお 
借りして、当初予定していた日程 （8/22 〜 24) にて、湧永 
満之記念体育館でトレーニングを実施する運びとなり、大変 
感謝しております。 

予定していた場所からの変更により、コートカ《1面のみと 
いった当初の条件より悪条件になったものの、日本協会 NTS 
委員長仲田様のご理解を頂き、3日間で高校生-中学生•ル 
学生と各1日開催となりました。 

しかし、一筋縄で行かない今回の中国ブロック。最終日に 
台風が近付いていた為、ル学生のトレーニングは延期する形 
になりました。今回の豪雨災害の影響を加味しながらスタッ 
フと相談し、日程調整等を行い、別日 （9/24) にて環太平洋 
大学様のご協力で開催することができました。 


今回、このような自然災害などで参加者、関係者の身のま 
全を第一に考慮し、実施いたしましたことご了承いただけれ 
ばと思います。 

NTS ブロックトレーニングの内容についてですが、技術委 
員長の前田誠一さんをはじめ、派遣ディレクターの麻生さん、 
U -13 技術委員長濱口さん、デモンストレーターの湧永製薬 
八ンドボール部、環太平洋大学八ンドボール部の皆様のご協 
力のおかげで、わかりやすく、 T 寧な指導をしていただきま 
した。 

参加した生徒たちの表情もすごくよく、また指導者の方々 
も真剣に指導を学ばれておられました。 NTS トレーニングの 
一貫指導を通じて中国ブロックの技術、指導向上、そして曰 
本の未来の競技力向上に繫がっていけばと思っております。 

上記でも述べたように1コートという条件下の中、1日で 
中学生、高校生のトレーニングを行った為、全てのメニュ ー 
を消化することが出来ませんでしたが、1つ1つのメニュ ー 
の意図をしっかり伝え、私個人として、子ども達の懐に落と 
し込む作業に感銘を受けました。 

また、初めての仕組みだったにも関わらず、派遣トレーナ 
-の方にも協力を頂き、身体の使い方等を指導、選手に関し 
てのトレーニング中のケガに対するケアに関しても対応良く 
して頂く事で、去年より厚みの増した素晴らしいトレーニン 
グになったと感じております。今後も日本八ンドボールカ向 
上に向けて尽力していきたいです。 
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帯同ドクター報告 


男子女子 2018 ジャカルタアジア大会 

帯同ドクター沖本信和 


ジャカルタで開催された第18回アジア大会につき報告いた 
します。 

〈事前準備> 

前回、前々回のアジア大会にはドクターの帯同はありません 
でした。本部ドクターが駐在しているとはいえども、他の競技 
もあり、試合直前処置（を射）や試合中処置、常時チーム帯同 
などは困難であることが指摘されていました。大会参加人数に 
余裕がないとはいえ、外傷-傷害の要素が高い八ンドボール競 
技おいてドクター帯同は必要であると認識しておりました。本 
大会においては最終的にトレーナー男女各1名、ドクター男 
女兼任となりました。アジア大会においては外傷*傷害治療と 
ドーピングコントロール対策からもドクターは必須であると認 
識しました。 

ドクターバッグの内容については5月の時点で提出してお 
りました。女子については井本先生より、男子については沖本 
から才ーダーしておりました。多めに才ーダーしていて正解で 
した。 

8月10日に NTC にて男女チームと合流して、翌11日ジ 
ャカルタに出発しました。大会本部メディカルチームから気候’ 
治安*感染症情報*水事情*食事などの状況が前もって情報を 
得ることができました。移動時などは NA チームらしく、マス 
ク、う力 《 い、手洗いは皆よくできていました。 

〈現地-大会期間中> 

会場は！会場で選手村から渋滞の中を白バイ、パトカー先 
導で約45から60分でした。練習会場は30分程度でした。 
今回は試合会場コートが1つであったため、男女の試合が重 
なることなく、ドクターとしては助かりました（男子7、女子 
6試合がありました）。 

が前インドネシアで行われた、女子アジア選手権での報告が 
参考になり、食中毒などについて事前にを意をしていました。 
下痴止めや抗生剤、抗菌剤などの充実、ミネラルウオーター使 
用の徹底、料理の選別（生もの禁止）を行いました。21泊の 
長期滞在であるため、最初の1週間は禁止、摂取していたス 
タッフなどに問題なかったことなどから徐々に生野菜やカット 
フルーツを摂取するようになりました。し力、しな力 《 ら、発熱や 
下痴、 D 區気などの症状を数名の選手に生じました。大事なゲー 
ムに影響を及ぼすことはありませんでしたが、今後も油断でき 
ないことを痛感しました。選手村は蚊が多く、殺虫剤が役立ち 
ました。空調は問題ありませんでした。シャワー水道はミち水の 
臭いがあり、苦労しました。移動時、会場内の空調は整い、熱 
中症対策としては問題ありませんでした。 

コンディショニングについては、女子側に田口団長-高野内 
トレーナ ー、 男子側に沖本*飯田トレーナーの部屋割りで行い 
ました。アジア大会では部屋割が難しいので、田口団長にはご 
苦労をおかけしました。有難うございました。毎日、23時が 
降まで高野内*飯田トレーナーがドクターと連携をとりながら 
しっかりとケアしてくださいました。深謝申し上げます。 


練習や試合を通じての外傷についてですが、縫合するよラな 
出血はありませんでしたが、男子！名接触プレイで鼻出血があ 
りました。白ユニフォームだったので試合中にすぐに洗って血 
をとりました（替えのユニフォームはあるのですが、替えのユ 
ニフォームに血液が付くと、試合に出られません）。男女とも 
に大腿四頭筋、下腿王頭筋、側腹部の筋挫傷はいつものよラに 
数名出ましたが、プレイに大きな支障はありませんでした。特 
筆すべき処置としては、トレーナーと相談の上、右肘内側筋挫 
傷にてトリガーを射や、膝関節内を射、膝後方腫付着部のブロ 
ックを射や足関節内を射や有痛性王角骨部のブロックを射、腰 
仙部のトリガーを射を施行しました。残念ながら女子選手1 
名が試合中にフェイントをかけた際に右膝 ACL 損傷を生じま 
した。（帰国後に MRI 精査を化岡先生にすぐに施行していただ 
きました。化岡先生、御加療深謝申し上げます。） 

〈ドーピング検査について> 

アジア大会開会式前に八ンドボールは試合がはじまっており 
ましたが、選手村内にて競技外（大会前）抜き打ち検査が男女 
各1名ずつ行われました。いずれも昼食後に部屋にシャぺ口 
ンが来ました。スムースに検査は終了しました。1件は血液採 
取（尿検査と併用）も行われました。将来的には採血が増加 
しそラです。競技場内では3位決定戦を含む男女2試合ずつ、 
各1名が試合後半残り10分に抽選 （ i - pad による）で選ばれ 
ました。女子選手は2試合とも同一人物でした（お疲れ様で 
した）。検体はドイツに空輸されるようです。全体の10から 
20%に血液ドーピングを行っているようでした。皆スムース 
に検体を 90 ml が上採取できました。多くの選手はオフィシャ 
ルサプライヤーの味の素のアミノバイタルや大塚のボディメイ 
卜の摂取でしたが、危険性を伴う可能性のあるサプリメントに 
ついては今後もより厳しく使用しないように啓蒙する必要性を 
再認識しました。 

〈謝辞> 

沖本個人的にはほぼ全員の選手が顔見知りで傷害の状況も把 
握できていたことや、高野内•飯田トレーナーとの連携もス 
ムースであったこと、ドーピング検査は今回6名（実質5名） 
いずれも経験ミ斉みであったことは助かりました。 

女子銅メダル、男子4位と満足できない結果であったかも 
しれませんが、いずれも最終日まで戦えたこと、良い方向に発 
展途上であることを実感しました。 

帯同に際していつもながら日本協会の原田さん、床尾さん、 
NTC の河上さん、様々な手続きにご尽力いただきありがとう 
ございました。チームのスタッフであるウルリック、ダグル両 
監督、徹田、舎利弗、化林コーチ、嘉数分析スタッフ、藤田総務、 
高野内•飯田両トレーナーの皆様にも瓜より感謝申し上げます。 

「自分がどラ振る舞ラか、自分の命をどこに運ぶかで、運命は 
決まる」といラ田口団長の言葉を胸にポジティブにチームジャ 
パンビルディングにメディカルチームも積極的に参加すべきと 
考えます。 


帯同ドクター報告 アジア男子ジュニア ( U -21) 八ンドボール選手権 

I 帯同ドクター森實ち史（义万高原町立病院(愛媛県)総合診療科） 


はじめに 

表記大会に帯同医師で参加しましたので報告いたします。 
選手団との合流は出発直前の羽田空港で、自己紹介は現地到 
着後に行いました。最終戦（決勝）まで進出できたおかげで 
11日間で8試合というかなりタフな日程になりましたが、大 
きなけがや病気もなく大会を終えることができました。 

帯同にあたり、私はチームのために何でも行うという覚悟で 
参加しました 。 Technical Meeting (7 月1日施行のルール変 
要の解説)、招待 Pa け y の参加、選手のパスポートの返却交渉、 
補食用ご飯のための電子レンジの依頼、氷の手配、買い物、ホ 
テルでの洗濯の交渉、後着スタッフの移動とホテルの確保、通 
信手段の確保、自室を Meeting Room として提供、試合ビデ 
才の撮影、記録写真の撮影、戦評の下書き、などでした。 

現地サラーラは夏の3か月は季節風の影響で晴れる日は少 
なく、アラブ諸国から避暑に多くの観光客が訪れる、オマーン 
の第2の都巿で、アジア大会は初開催のようでした。薄曇り 
と霧雨、最高気温は28度、湿度は90%が上という毎日でした。 
現地在住の日本人は皆無で、日本人による大会中の応援は遠く 
カタールから応援の2名だけでした。深謝申し訳ありません。 

滞在ホテル （Salalah Rotana Resort) 

市内の中瓜から30 km 程離れた5つ星リゾートホテルでした。 
冷房は20度が下に設定されており、湿気が多く室内の床が濡 
れている状態でした。 

食事はビュッフェで品数は多く量や種類は問題は有りません 
でした。トングを使用せずに手にしたり落ちたパンを元に戻す 
客もおり、手洗いだけでは食中毒は防げない状況でした。幸い 
大きな胃腸障害は起きずに過ごせました。 

ホテル周辺には店は一切なく、買い物は巿の中瓜部まで行く 
必要があり、何度か買い物に行きました。ビュッフェでのぺッ 
トボトルの水やパンの持ち出しをホテル側が黙認してくれたお 
かげで補食の足しになりました。 

練習会場、試合会場 

日程や試合会場は大会中までも何度も変更があり、練習会場 
と試合会場のいずれも巿内の中瓜部のそれぞれ1か所でした。 
定員一杯のマイクロバスで八イウェイを移動しますが、先導は 
無く、高速道路を横断するラクダ遊牧の群れが優先の「ラクダ 
渋滞」のため、移動に時間を要しました。（写真！）会場には 
330 ml 入りの水のペットボトルが多く準備され水分補給は充 
分でした。大会前半は汗のためボールや床がよく滑り、スケジ 
ュールが大きくずれ込んだため大会後半は冷房を強力に効かせ 



写真1ラクダの群れが八イウてイを写真2 サラーラ市内の王立病院の夜 
横断し、通過を待つため渋;'帯 間急患センター入口 


ていました。 

医療ミ舌動 

ゲーム中の外傷では、オフィシャル席から（ベンチ外の）私 
にベンチのすぐ後ろにまで入場する許可を与えてくれ、対応す 
ることができました。試合終了後、チーム付き現地案内人が運 
転するレンタカーで王立総合病院の夜間急患センターを受診し 
ました。（写真 2) 入口 •受付•待合とも男女別で、受付、卜 
リアージナース、診察料の前払い！（建物外へ、カード仏い)、 
初診医の診察、検査料の支払い（再度！！建物外)、 X 線検査、 
専門医診察、の順で進みました。ドクターバッグの中から固定 
具を作成し、その後の試合は出場することができました。 

その他、膝関節周囲筋腫を射、肩関節へのヒアルロン酸を射、 
指脱白時の神経ブロックを射を行いました。毎試合、選手同± 
の接触による筋挫傷は頻発し、アンダーパット付きインナーは 
大変有用で湿布や鎮痛剤で対応しました。内科的には、試合後 
の過換気、胃腸疾患、皮膚搔痒がありましたが現地医療機関を 
受診せずに対応できました。 

マウスガード（マウスピース）：今回、選手は全員が作成し 
ており、全力発揮、外傷予防の面で選手からも好評でした。全 
てのカテゴリーで規則上許可された透明なものの装着を広めて 
いく必要があると思えました。 

栄養、体重管理：選手は事前合宿中から吉村監督、水野 AT 
から教育を受けており、大会中も体重減少を来すことなく過ご 
せました。ビュッフェの中で選手は食べるべきものや量をよく 
理解しているようでした。他の多くのチームはスィーツを自由 
に摂取していました。 

ドーピングについて 

Technical Meeting で TUE 申請を提出するように求められ、 
2名の選手分を英語で記載しました。検査は今大会中は行われ 
ませんでした。 

謝辞 

国際大会が複数開催される中で医事委員会の先生方や事務 
局の皆様、過去最高位のアジア2位を成し遂げた選手の皆様- 
スタッフ諸氏、長期間の留守を許していただきました職場の皆 
様に深謝申し上げます。 



写真3表彰式、史上最高の2位で世界大会に出場。おめでとうございます 
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第 17 回女子八ンドボールアジア 
選手権熊本開催のお知らせ 


11月30日から12月9日まで第17回女子八ンドボールアジア選手権が熊本県内3会場で開催されます。この大会は、 
来年熊本で開催される2019女子八ンドボール世界選手権大会のアジア予選を兼ねています。日本は開催国枠で出場が確 
定していますが、アジア各国がその出場権と優勝をかけ、熱戦を繰り広げます。 

チケットはが下のとおりで、決勝ラウンドでは日本代表グッズ付きのプレミアムシート（限定30席）もご用意しました。 
今年ジャカルタで開催されたアジア競技大会では、女子日本代表は中国に僅差で敗れて3位。アジア選手権では頂点を 
目指し奮闘してくれると期待しています。世界選手権大会まで残り1年となった今、この機会にぜひ、熊本で繰り広げら 
れる熱き戦いをみんなで観戦して盛り上げていきましよう！ 「 

]〇1•なか 、 W 

詳しくは大会特設ぺージでご確認ください。 I 


第ゴ7回女子八シドボールアジア選手権7ツチスケジユール及び料金表 

17th Asian Women's Championship (Qualification for WWCH 2019 - Japan) 
Match Schedule & Plice List 


グループ 


1 .日本 2 .カヴつスタン 3 .イラン 4 .才ーストラリア 5 .ニユージーランド 


1 .韓国 2 .中国 3 .香港 4 .シンガポール 5 .インド 




日程 

ラウンド 

グループ 






大人 

高校生 

通し券 

会場 



"<^ツす乂ソンユール 


前売 

当曰 

前売 

当曰 

(前売のみ） 



A 

16:45 

1 

オーストラリア 

VS 

カヴつスタン 

1,000 

1,500 

500 

1,000 


11/30 

(金） 

1 曰 g 

予選ラウンド 

八代 

19:00 

2 

ニユージー ラシド 

VS 

曰本 


B 

16:45 

3 

シ>ガポール 

VS 

中国 


化 恥 1 





山鹿 

19:00 

4 

ィシド 

VS 

韓国 








A 

13:45 

5 

イラン 

VS 

カヴつスタン 

1,000 

1,500 

500 

1,000 


12/1 

は） 

2 曰 g 

予選ラウシド 

八代 

16:00 

6 

オーストラリア 

VS 

曰本 


B 

13:45 

7 

香港 

VS 

中国 


ton 恥 1 





山鹿 

16:00 

8 

シ>ガポール 

VS 

韓国 








A 

13:45 

9 

カヴつスタン 

VS 

ニュ ージーランド 


ton 恥 1 



12/2 

(曰） 

3 曰 g 

予選ラウシド 

八代 

16:00 

10 

オーストラリア 

VS 

イラン 





2,500 

B 

13:45 

11 

中国 

VS 

ィシド 


お判 




山鹿 

16:00 

12 

シンガポール 

VS 

香港 





X八代、山鹿両会場で 
使用巧 

12/3 

(月） 

4 曰 g 





ィ木 

息 

曰 







B 

16:45 

13 

香港 

VS 

韓国 


無料 



12/4 

(义） 

5 曰 g 

予選ラウンド 

八代 

19:00 

14 

ィンド 

VS 

シンガポール 




A 

16:45 

15 

ニユージーランド 

VS 

オーストラリア 

1,000 

1,500 

500 

1,000 




山鹿 

19:00 

16 

イラシ 

VS 

曰本 




B 

16:45 

17 

韓国 

VS 

中国 


無料 



12/5 

休） 

6 曰 g 

予選ラウンド 

八代 

19:00 

18 

ィシド 

VS 

香港 




A 

16:45 

19 

ニユージーラシド 

VS 

イラシ 

1,000 

1,500 

500 

1,000 




山鹿 

19:00 

20 

曰本 

VS 

カザクスタシ 


12/6 

休） 

7 曰 g 







イ木息 

曰 
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大人 

高校生 

プにアム 
シ—卜 
(前売のみ） 






前売 

当曰 

前売 

当曰 

10:30 

21 

A 5 位 

VS 

B 5 位 






12:30 

22 

A 3 位 

VS 

B 4 位 


無料 


設定なし 

14:30 

23 

B 3 位 

VS 

A 4 位 






16:45 

24 

B1 位 

VS 

A2 位 

2,000 

3,000 

1,000 

1,500 

10,000 

19:00 

25 

A1 位 

VS 

B2 位 

13:45 

26 

22 敗ち 

VS 

23 敗ち 


無料 


設ぉなし 

16:00 

27 

22 勝ち 

VS 

23 勝ち 



12:45 

28 

24 敗者 

VS 

25 敗ち 

2,000 

3,000 

1,000 

1,500 

10,000 

15:00 

29 

24 勝者 

VS 

25 勝者 


日程 


ラウンド 


通しち 
(前売のみ） 


12/7 

偉） 

8曰 g 


5-8 位 
ミ夫を予備戦 


12/8 
は） 
9 曰 g 


12/9 
旧） 
10日目 


熊 

本 

県 

立 

総 

A 

体 

育 

館 


3,500 


中学ホリ下は te お!■です 
無料の日も入場整理券が必要です（入場整理券は当日会場で配布します） 
プレミアムシート：1階アリーナ席(各日限定30席）日本代表グッズ付 
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